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(57)【要約】
【課題】２次元映像の映像表現の自由度を向上できる表
示制御システムを提供する。
【解決手段】この表示制御システム１は、映像を表示す
る表示装置１０と、鑑賞者の顔に装着可能なメガネ２０
とを備え、メガネ２０は、メガネ２０の姿勢を検出する
姿勢検出部２２と、姿勢検出部２２の検出結果を姿勢信
号として表示装置１０に出力する姿勢信号出力部２４と
を備え、表示装置１０は、映像を表示する表示部１３と
、上記姿勢信号を受信する姿勢信号受信部１１と、姿勢
信号受信部１１が受信した上記姿勢信号に基づいて上記
映像の姿勢を変更する姿勢変更部１２とを備える。
【選択図】図１



(2) JP 2012-222699 A 2012.11.12

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像を表示する表示装置と、
　鑑賞者の顔に装着可能なメガネと、
　を備え、
　上記メガネは、
　上記メガネの姿勢を検出する姿勢検出手段と、
　上記姿勢検出手段の検出結果を姿勢信号として上記表示装置に出力する第１出力手段と
、
を備え、
　上記表示装置は、
　上記映像を表示する表示部と、
　上記姿勢信号を受信する第１受信手段と、
　上記第１受信手段が受信した上記姿勢信号に基づいて上記映像の姿勢を変更する姿勢変
更手段と、
を備えることを特徴とする表示制御システム。
【請求項２】
　上記姿勢検出手段は、上記メガネの前後方向に沿った軸回りの上記メガネの姿勢を検出
し、
　上記姿勢変更手段は、上記姿勢信号に基づいて、上記映像の映像面の法線に沿った軸回
りに上記映像を回動させることで、上記映像の姿勢を変更することを特徴とする請求項１
に記載の表示制御システム。
【請求項３】
　上記姿勢検出手段は、上記メガネの左右方向に沿った軸回りの上記メガネの姿勢を検出
し、
　上記姿勢変更手段は、上記姿勢信号に基づいて、上記映像の映像面の左右方向に沿った
軸回りに上記映像を回動させることで、上記映像の姿勢を変更することを特徴とする請求
項１または２に記載の表示制御システム。
【請求項４】
　上記姿勢検出手段は、上記メガネの上下方向に沿った軸回りの上記メガネの姿勢を検出
し、
　上記姿勢変更手段は、上記姿勢信号に基づいて、上記映像の映像面の上下方向に沿った
軸回りに上記映像を回動させることで、上記映像の姿勢を変更することを特徴とする請求
項１から３の何れか１項に記載の表示制御システム。
【請求項５】
　上記姿勢変更手段は、上記メガネの姿勢変化の回転方向と同じ回転方向に上記映像を回
動させることを特徴とする請求項１から４の何れか１項に記載の表示制御システム。
【請求項６】
　上記姿勢変更手段は、上記映像の回動角度が、上記メガネの回動角度と略一致するよう
に回動されることを特徴とする請求項５に記載の表示制御システム。
【請求項７】
　上記姿勢変更手段は、上記映像の回動量が、上記メガネの前後方向の軸と上記映像の前
後方向の軸とが略平行、かつ、上記メガネの左右方向の軸と上記映像の水平方向の軸とが
略平行、かつ、上記メガネの上下方向の軸と上記映像の上下方向の軸とが略平行となるよ
うに回動されることを特徴とする請求項５に記載の表示制御システム。
【請求項８】
　上記姿勢変更手段は、上記姿勢信号に基づいて上記メガネの姿勢の変化速度を求め、上
記変化速度が大きいほど上記映像の姿勢を大きく変更することを特徴とする請求項５に記
載の表示制御システム。
【請求項９】



(3) JP 2012-222699 A 2012.11.12

10

20

30

40

50

　上記姿勢変更手段は、画像処理によって上記映像の姿勢を変更することを特徴とする請
求項１から８の何れか１項に記載の表示制御システム。
【請求項１０】
　上記姿勢変更手段は、
　上記表示部の姿勢が変更自在となる様に上記表示部を支持する支持機構と、
　上記支持機構を駆動する駆動手段と、
　上記駆動手段を介して上記支持機構を駆動制御して上記表示部の姿勢を変更することで
、上記映像の姿勢を変更する第１制御手段と、
を備えることを特徴とする請求項１から８の何れか１項に記載の表示制御システム。
【請求項１１】
　上記メガネは複数個あり、
　上記表示装置もしくは上記メガネのいずれかは、
　上記複数のメガネのうち、映像の姿勢変更の対象となるメガネを１つ選択する選択手段
を更に備え、
　上記姿勢変更手段は、上記映像の姿勢を上記第１受信手段が受信した上記選択手段によ
り選択されたメガネの上記姿勢信号に基づいて変更することを特徴とする請求項１から１
０の何れか１項に記載の表示制御システム。
【請求項１２】
　上記メガネは複数個あり、
　上記各メガネはそれぞれ、
　当該メガネの視界を開閉する開閉手段と、
　上記表示装置からの切替信号を受信する第２受信手段と、
　上記切替信号に基づいて上記開閉手段の開閉動作を制御する第２制御手段と
を更に備え、
　上記表示装置もしくは上記各メガネは、
　上記複数のメガネの中から、上記表示部に表示される映像の姿勢変更の対象となるメガ
ネを選択する選択手段を更に備え、
　上記表示装置は、
　上記選択手段により選択された上記メガネの数である選択数を検出する選択数検出手段
と、
　上記選択数検出手段により検出された上記選択数に基づいて上記映像の各コマを複数の
サブコマに時分割する時分割手段と、
　上記選択手段により選択された上記メガネが上記複数のサブコマのうちの異なるサブコ
マに対応する様に、上記複数のメガネを上記複数のサブコマに対応付ける対応付手段と、
を更に備え、
　上記姿勢変更手段は、
　上記選択手段により選択された上記メガネに対応付けられた上記サブコマに映る上記映
像の姿勢を当該メガネの姿勢に基づいて変更することを特徴とする請求項１から１０の何
れか１項に記載の表示制御システム。
【請求項１３】
　上記時分割手段は、上記選択数検出手段の検出結果が上記メガネの総数と同数である場
合は、上記映像の各コマをそれぞれ上記メガネの総数と同数のサブコマに時分割し、
　上記対応付手段は、姿勢が変化した上記各メガネと上記同数のサブコマとを１対１に対
応付け、
　上記選択数検出手段の検出結果が１個よりも多く且つ上記メガネの総数未満の第１の数
である場合は、上記映像の各コマを上記第１の数よりも１つ多い第２の数のサブコマに時
分割し、
　上記対応付手段は、姿勢変更の対象として選択されていない上記各メガネを上記第２の
数のサブコマのうちの共通の一のサブコマに対応させ、姿勢変更の対象として選択されて
いる上記各メガネを上記第２の数のサブコマのうちの残りのサブコマに１対１に対応付け
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、
　上記選択数検出手段の検出結果がゼロである場合は、上記映像の各コマを時分割しない
ことを特徴とする請求項１２に記載の表示制御システム。
【請求項１４】
　上記メガネは複数個あり、
　上記各メガネはそれぞれ、
　当該メガネの視界を開閉する開閉手段と、
　上記表示装置からの切替信号を受信する第２受信手段と、
　上記切替信号に基づいて上記開閉手段の開閉動作を制御する第２制御手段と、
を更に備え、
　上記表示装置は、
　上記第１受信手段が受信した上記姿勢信号に基づいて、姿勢が変化している上記メガネ
の数を検出する変化数検出手段と、
　上記変化数検出手段の検出結果が１個以上の場合に、上記映像の各コマをそれぞれ複数
のサブコマに時分割する時分割手段と、
　上記姿勢が変化しているメガネの各々が上記複数のサブコマのうちの異なるサブコマに
対応する様に、上記複数のメガネを上記複数のサブコマに対応付ける対応付手段と、
を更に備え、
　上記姿勢変更手段は、
　上記姿勢が変化しているメガネに対応付けられた上記サブコマに映る上記映像の姿勢を
当該メガネの姿勢に基づいて変更することを特徴とする請求項１から１０の何れか１項に
記載の表示制御システム。
【請求項１５】
　上記時分割手段は、上記変化数検出手段の検出結果が上記メガネの総数と同数である場
合は、上記映像の各コマをそれぞれ上記メガネの総数と同数のサブコマに時分割し、
　上記対応付手段は、姿勢が変化した上記各メガネと上記同数のサブコマとを１対１に対
応付け、
　上記変化数検出手段の検出結果が１個よりも多く且つ上記メガネの総数未満の第１の数
である場合は、上記映像の各コマを上記第１の数よりも１つ多い第２の数のサブコマに時
分割し、
　上記対応付手段は、姿勢が変化していない上記各メガネを上記第２の数のサブコマのう
ちの共通の一のサブコマに対応させ、姿勢が変化している上記各メガネを上記第２の数の
サブコマのうちの残りのサブコマに１対１に対応付け、
　上記変化数検出手段の検出結果がゼロである場合は、上記映像の各コマを時分割しない
ことを特徴とする請求項１４に記載の表示制御システム。
【請求項１６】
　上記表示装置は、
　上記表示部に表示された上記サブコマに対応付けられた上記メガネの視界だけが開かれ
る様に、上記各メガネ用の上記切替信号を生成する切替信号生成手段と、
　上記各切替信号を上記各メガネの上記第２受信手段に出力する第２出力手段と
を更に備えており、
　上記映像の各コマが時分割されていない場合は、
　上記切替信号生成手段は、全ての上記メガネの視界が開かれる様に、上記切替信号を生
成することを特徴とする請求項１２から１５の何れか１項に記載の表示制御システム。
【請求項１７】
　上記表示装置は、
　上記各メガネに共通の上記切替信号であって上記複数のサブコマが上記表示部に表示さ
れるタイミングを示す上記切替信号を生成する切替信号生成手段と、
　上記切替信号を上記各メガネの上記第２受信手段に出力する第２出力手段と、
を更に備え、
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　上記各メガネは、
　上記複数のサブコマの中で、どのサブコマに切替えるかを選択する切替選択手段を更に
備え、
　上記第２制御手段は、上記切替信号に基づいて、上記切替選択手段により選択されたサ
ブコマの映像が表示されるときだけ当該メガネが開かれるように、上記開閉手段を制御し
、
　上記映像の各コマが時分割されていない場合は、
　上記切替信号生成手段は、全ての上記メガネの視界が開かれる様に、上記切替信号を生
成することを特徴とする請求項１２から１５の何れか１項に記載の表示制御システム。
【請求項１８】
　鑑賞者の顔に装着可能な姿勢検出用メガネであって、
　上記姿勢検出用メガネの姿勢を検出する姿勢検出手段と、
　上記姿勢検出手段の検出結果を姿勢信号として外部に出力する出力手段と、
を備えることを特徴とする姿勢検出用メガネ。
【請求項１９】
　上記姿勢検出用メガネの視界を開閉する開閉手段と、
　外部からの切替信号を受信する受信手段と、
　上記受信手段が受信した上記切替信号に基づいて上記開閉手段の開閉動作を制御する制
御手段と、
を更に備えることを特徴とする請求項１８に記載の姿勢検出用メガネ。
【請求項２０】
　請求項１から１７の何れか１項に記載の表示制御システムを動作させる制御プログラム
であって、コンピュータを上記の各手段として機能させるための制御プログラム。
【請求項２１】
　請求項１８または１９に記載の姿勢検出用メガネを動作させる制御プログラムであって
、コンピュータを上記の各手段として機能させるための制御プログラム。
【請求項２２】
　請求項２０または２１に記載の制御プログラムを記録しているコンピュータ読み取り可
能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像を鑑賞するための表示制御システム、姿勢検出用メガネ、制御プログラ
ムおよび記録媒体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、２次元映像以外の、３次元映像の視聴方法等の研究が盛んになってきている。３
次元映像を視聴等するには、例えば、３次元映像専用の左目用映像及び右目用映像を別々
に表示し、偏光メガネやシャッターメガネ等で２つの映像を、左目及び右目のそれぞれの
目のみで視覚する必要がある。例えばシャッターメガネの場合、表示装置から交互に出力
される右目用映像及び左目用映像の出力タイミングにあわせて、当該メガネの右目用シャ
ッター及び左目用シャッターの開閉を制御する必要がある。シャッターメガネが右目用映
像を受信する場合、その右目用映像を受信している間、右目用シャッターを開き、左目用
シャッターを閉じるように制御する。これにより、右目用映像を右目のみで、左目用映像
を左目のみで見ることが可能となり、鑑賞者は、３次元映像の製作者が意図する立体感を
得ることができる。
【０００３】
　このような３次元映像を視聴するシステムを２次元映像の視聴に応用した技術が提案さ
れている（特許文献１、２）。
【０００４】
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　特許文献１には、１つの画面に大きさを損なわずに複数の映像を表示させ、複数の者が
同時に別々の映像を見るようにした映像表示装置が開示されている。この映像表示装置で
は、画面上に表示した映像信号に同期させて左右目の視界を開閉するようにしたシャッタ
ーメガネが用いられており、Ｎ個の映像信号を同一の画面上に周期的に時分割で表示させ
、画面に表示されているＮ個の映像信号の何れか一つを選択すると、選択された映像信号
の周期に応じてシャッターメガネが開閉される様になっている。
【０００５】
　また特許文献２には、立体映像を見る立体メガネにおいて、２つの画面表示のうち１つ
のみ見えるようにした機能の他に、映し出す映像を選択できること、及び選択した映像の
音声を出力するようにしたメガネ装置が開示されている。このメガネ装置では、立体映像
用のメガネに、左右目からみた立体映像の代わりに２つの別々の映像信号を表示し、その
２つの番組の映像信号を選択した場合には、２つの番組のうちの１つの番組だけを見るこ
とができるようにすると共に、この選択した番組の音声をヘッドホンから出力する様にな
っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１０－２４０２１２号公報（１９９８年９月１１日公開）
【特許文献２】特開平１０－２４３４２０号公報（１９９８年９月１１日公開）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記の特許文献１、２の技術は、３次元映像視聴技術を２次元映像視聴に応用したもの
であるが、２次元映像を表示する場合は、画面に２次元映像が表示されるだけなので、３
次元映像と比べて臨場感が少ないという欠点がある。このため、２次元映像の臨場感を向
上させるために、２次元映像の映像表現の自由度を向上させる技術（即ち、鑑賞者の顔の
姿勢に応じて２次元映像の見せ方を変える技術）が求められている。
【０００８】
　他方、特許文献１、２では、鑑賞者の顔の姿勢に応じて映像の姿勢が変更されないので
、鑑賞者の顔の姿勢が変化した場合（例えば顔が横に傾いた場合）は、鑑賞者は、映像を
傾いた状態で鑑賞することになり、鑑賞者の視認性が低下するという問題がある。この問
題は、映像表現の自由度を向上させる上記の技術を応用することで、解決可能と考えられ
る。
【０００９】
　本発明は、上記の問題を解決するためになされたもので、その目的は、２次元映像の映
像表現の自由度を向上できる表示制御システム、姿勢検出用メガネ、制御プログラムおよ
び記録媒体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の課題を解決するために、本発明に係る表示制御システムは、映像を表示する表示
装置と、鑑賞者の顔に装着可能なメガネと、を備え、上記メガネは、上記メガネの姿勢を
検出する姿勢検出手段と、上記姿勢検出手段の検出結果を姿勢信号として上記表示装置に
出力する第１出力手段と、を備え、上記表示装置は、上記映像を表示する表示部と、上記
姿勢信号を受信する第１受信手段と、上記第１受信手段が受信した上記姿勢信号に基づい
て上記映像の姿勢を変更する姿勢変更手段と、を備えることを特徴としている。
【００１１】
　上記の構成によれば、メガネは鑑賞者の顔に装着され、鑑賞者の顔の姿勢（例えば顔の
向きおよび／または顔の傾き）が変化したときに、その変化に伴ってメガネの姿勢が変化
し、そのメガネの姿勢が姿勢検出手段により検出される。即ち姿勢検出手段は、鑑賞者の
顔の姿勢を検出するものである。そして姿勢検出手段の検出結果は、姿勢信号として第１
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出力手段から表示装置に出力される。
【００１２】
　一方、表示装置では、第１受信手段により上記姿勢信号が受信され、姿勢変更手段によ
り、第１受信手段が受信した姿勢信号に基づいて映像の姿勢が変更される。即ち表示装置
では、メガネの姿勢（従って鑑賞者の顔の姿勢）に応じて映像の姿勢が変更される。
【００１３】
　従って、上記の構成によれば、鑑賞者の顔の姿勢に応じて映像の姿勢が変更されるので
、鑑賞者に対し、その顔の姿勢に応じて映像の見え方を変えることができる。即ち、映像
表現の自由度を高めることができる。
【００１４】
　また、本発明に係る姿勢検出用メガネは、使用者の顔に装着可能な姿勢検出用メガネで
あって、上記姿勢検出用メガネの姿勢を検出する姿勢検出手段と、上記姿勢検出手段の検
出結果を姿勢信号として外部に出力する出力手段と、を備えることを特徴としている。
【００１５】
　上記の構成によれば、姿勢検出用メガネの姿勢を検出する姿勢検出手段と、姿勢検出手
段の検出結果を姿勢信号として外部に出力する出力手段とを備えるので、上記表示制御シ
ステムで使用可能なメガネを提供できる。
【００１６】
　また、本発明に係る表示制御システムは、上記姿勢検出手段は、上記メガネの前後方向
に沿った軸回りの上記メガネの姿勢を検出し、上記姿勢変更手段は、上記姿勢信号に基づ
いて、上記映像の映像面の法線に沿った軸回りに上記映像を回動させることで、上記映像
の姿勢を変更することが望ましい。
【００１７】
　上記の構成によれば、姿勢検出手段は、メガネの前後方向に沿った軸回りのメガネの姿
勢（即ち傾き）を検出するので、姿勢検出手段から出力される姿勢信号には、メガネの前
後方向に沿った軸回りのメガネの傾きの情報が含まれる。一方、姿勢変更手段は、姿勢信
号に基づいて、映像の映像面の法線に沿った軸回りに映像を回動させる（即ち傾ける）の
で、メガネの前後方向に沿った軸回りのメガネの傾きに応じて、表示部に表示される映像
を、映像面の法線に沿った軸回りに傾けることができる。
【００１８】
　また、本発明に係る表示制御システムは、上記姿勢検出手段は、上記メガネの左右方向
に沿った軸回りの上記メガネの姿勢を検出し、上記姿勢変更手段は、上記姿勢信号に基づ
いて、上記映像の映像面の左右方向に沿った軸回りに上記映像を回動させることで、上記
映像の姿勢を変更することが望ましい。
【００１９】
　上記の構成によれば、姿勢検出手段は、メガネの左右方向に沿った軸回りのメガネの姿
勢（即ち傾き）を検出するので、姿勢検出手段から出力される姿勢信号には、メガネの左
右方向に沿った軸回りのメガネの傾きの情報が含まれる。一方、姿勢変更手段は、姿勢信
号に基づいて、映像の映像面の左右方向に沿った軸回りに映像を回動させる（即ち傾ける
）ので、メガネの左右方向に沿った軸回りのメガネの傾きに応じて、表示部に表示される
映像を、映像面の左右方向に沿った軸回りに傾けることができる。
【００２０】
　また、本発明に係る表示制御システムは、上記姿勢検出手段は、上記メガネの上下方向
に沿った軸回りの上記メガネの姿勢を検出し、上記姿勢変更手段は、上記姿勢信号に基づ
いて、上記映像の映像面の上下方向に沿った軸回りに上記映像を回動させることで、上記
映像の姿勢を変更することが望ましい。
【００２１】
　上記の構成によれば、姿勢検出手段は、メガネの上下方向に沿った軸回りのメガネの姿
勢（即ち振れ）を検出するので、姿勢検出手段から出力される姿勢信号には、メガネの上
下方向に沿った軸回りのメガネの振れの情報が含まれる。一方、姿勢変更手段は、姿勢信
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号に基づいて、映像の映像面の上下方向に沿った軸回りに映像を回動させる（即ち振る）
ので、メガネの上下方向に沿った軸回りのメガネの振れに応じて、表示部に表示される映
像を、映像面の上下方向に沿った軸回りに振ることができる。
【００２２】
　また、本発明に係る表示制御システムは、上記姿勢変更手段は、上記メガネの姿勢変化
の回転方向と同じ回転方向に上記映像を回動させることが望ましい。
【００２３】
　上記の構成によれば、映像の回動の回転方向は、メガネの姿勢変化の回転方向と同じ回
転方向である。具体的には、メガネの姿勢変化の回転方向が左回りの場合は、映像は左回
りに回動され、メガネの姿勢変化の回転方向が右回りの場合は、映像は右回りに回動され
る。
【００２４】
　これにより、例えば、メガネを装着した鑑賞者が左側を向くと、映像は鑑賞者から見て
右側に向けられる。また、メガネを装着した鑑賞者が下側を向くと、映像は上側に向けら
れる。また、メガネを装着した鑑賞者が顔を左に倒すと、映像は映像面の法線回りに左回
りに傾けられる。
【００２５】
　従って、メガネを装着した鑑賞者の顔の姿勢に応じて、映像の姿勢が、鑑賞者に対して
傾いていない様に変更されるので、鑑賞者の映像に対する視認性が向上する。
【００２６】
　また、本発明に係る表示制御システムは、上記姿勢変更手段は、上記映像の回動角度が
、上記メガネの回動角度と略一致するように回動される方が好ましい。
【００２７】
　これにより、鑑賞者の顔の姿勢が変化しても、鑑賞者からみた映像の姿勢変化を最小限
に抑えることが可能になり、鑑賞者による視認性が向上する。
【００２８】
　また、本発明に係る表示制御システムは、上記姿勢変更手段は、上記映像の回動量が、
上記メガネの前後方向の軸と上記映像の前後方向の軸とが略平行、かつ、上記メガネの左
右方向の軸と上記映像の水平方向の軸とが略平行、かつ、上記メガネの上下方向の軸と上
記映像の上下方向の軸とが略平行となるように回動されることが好ましい。
【００２９】
　これにより、鑑賞者の顔の面と映像の正面とが略平行になり、かつ、鑑賞者の両目を結
ぶ直線と、映像の水平方向とが略平行となり、鑑賞者による視認性が向上する。
【００３０】
　また、本発明に係る表示制御システムは、上記姿勢変更手段は、上記姿勢信号に基づい
て上記メガネの姿勢の変化速度を求め、上記変化速度が大きいほど上記映像の姿勢を大き
く変更することが望ましい。
【００３１】
　上記の構成によれば、メガネの姿勢の変化速度が大きいほど映像の姿勢は大きく変更さ
れる。よって、鑑賞者の顔の姿勢を速く変化させるほど、映像の姿勢の変化量が大きくな
るので、映像の臨場感を向上することができる。
【００３２】
　また、本発明に係る表示制御システムは、上記姿勢変更手段は、画像処理によって上記
映像の姿勢を変更することが望ましい。
【００３３】
　上記の構成によれば、画像処理によって映像の姿勢が変更されるので、低コストで、映
像の姿勢を変更できる。
【００３４】
　また、本発明に係る表示制御システムは、上記姿勢変更手段は、上記表示部の姿勢が変
更自在となる様に上記表示部を支持する支持機構と、上記支持機構を駆動する駆動手段と
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、上記駆動手段を介して上記支持機構を駆動制御して上記表示部の姿勢を変更することで
、上記映像の姿勢を変更する第１制御手段と、を備えることが望ましい。
【００３５】
　上記の構成によれば、映像が表示される表示部の姿勢が変更されることで、映像の姿勢
が変更される。即ち現実空間において映像の姿勢が変更されるので、姿勢変更後の映像の
視認性が良い。
【００３６】
　また、本発明に係る表示制御システムは、上記メガネは複数個あり、上記表示装置もし
くは上記メガネのいずれかは、上記複数のメガネのうち、映像の姿勢変更の対象となるメ
ガネを１つ選択する選択手段を更に備え、上記姿勢変更手段は、上記映像の姿勢を上記第
１受信手段が受信した上記選択手段により選択されたメガネの上記姿勢信号に基づいて変
更することが望ましい。
【００３７】
　上記の構成によれば、表示装置もしくはメガネのいずれかは、上記複数のメガネのうち
、映像の姿勢変更の対象となるメガネを１つ選択する選択手段を更に備え、上記姿勢変更
手段は、上記映像の姿勢を上記第１受信手段が受信した上記選択手段により選択されたメ
ガネの上記姿勢信号に基づいて変更する。
【００３８】
　これにより、鑑賞者が複数の場合、映像の姿勢を変更するための対象鑑賞者を選択する
ことができるようになり、メガネを装着した複数の鑑賞者のなかで選択された１人の鑑賞
者の顔が傾いた場合、その鑑賞者が鑑賞する映像の姿勢をその傾きに応じて変更すること
ができる。
【００３９】
　また、本発明に係る表示制御システムは、上記メガネは複数個あり、上記各メガネはそ
れぞれ、当該メガネの視界を開閉する開閉手段と、上記表示装置からの切替信号を受信す
る第２受信手段と、上記切替信号に基づいて上記開閉手段の開閉動作を制御する第２制御
手段とを更に備え、上記表示装置もしくは上記各メガネは、上記複数のメガネの中から、
上記表示部に表示される映像の姿勢変更の対象となるメガネを選択する選択手段を更に備
え、上記表示装置は、上記選択手段により選択された上記メガネの数である選択数を検出
する選択数検出手段と、上記選択数検出手段により検出された上記選択数に基づいて上記
映像の各コマを複数のサブコマに時分割する時分割手段と、上記選択手段により選択され
た上記メガネが上記複数のサブコマのうちの異なるサブコマに対応する様に、上記複数の
メガネを上記複数のサブコマに対応付ける対応付手段と、を更に備え、上記姿勢変更手段
は、上記選択手段により選択された上記メガネに対応付けられた上記サブコマに映る上記
映像の姿勢を当該メガネの姿勢に基づいて変更することが望ましい。
【００４０】
　上記の構成によれば、鑑賞者が複数の場合、表示される映像の姿勢変更の対象となる鑑
賞者を、複数の鑑賞者の中から選択手段により選択することができる。
【００４１】
　また、本発明に係る表示制御システムは、上記時分割手段は、上記選択数検出手段の検
出結果が上記メガネの総数と同数である場合は、上記映像の各コマをそれぞれ上記メガネ
の総数と同数のサブコマに時分割し、上記対応付手段は、姿勢が変化した上記各メガネと
上記同数のサブコマとを１対１に対応付け、上記選択数検出手段の検出結果が１個よりも
多く且つ上記メガネの総数未満の第１の数である場合は、上記映像の各コマを上記第１の
数よりも１つ多い第２の数のサブコマに時分割し、上記対応付手段は、姿勢変更の対象と
して選択されていない上記各メガネを上記第２の数のサブコマのうちの共通の一のサブコ
マに対応させ、姿勢変更の対象として選択されている上記各メガネを上記第２の数のサブ
コマのうちの残りのサブコマに１対１に対応付け、上記選択数検出手段の検出結果がゼロ
である場合は、上記映像の各コマを時分割しないことが望ましい。
【００４２】
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　上記の構成によれば、選択数検出手段の検出結果がメガネの総数と同数である場合は、
時分割手段により、映像の各コマがそれぞれメガネの総数と同数のサブコマに時分割され
、対応付手段により、姿勢変更の対象として選択されている各メガネと上記同数のサブコ
マとが１対１に対応付けられる。よって、選択数検出手段の検出結果がメガネの総数と同
数である場合において、姿勢変更の対象として選択されている各メガネを異なるサブコマ
に対応付けることができる。
【００４３】
　また、選択数検出手段の検出結果が１個よりも多く且つメガネの総数未満の第１の数で
ある場合は、時分割手段により、映像の各コマが上記数よりも１つ多い第２の数のサブコ
マに時分割され、姿勢変更の対象として選択されていない各メガネを上記第２の数のサブ
コマのうちの共通の一のサブコマに対応させ、姿勢変更の対象として選択されている各メ
ガネを上記第２の数のサブコマのうちの残りのサブコマに１対１に対応させる。
【００４４】
　よって、選択数検出手段の検出結果が上記第１の数である場合において、姿勢変更の対
象として選択されている各メガネが異なるサブコマに対応付けられる様に各メガネと各サ
ブコマとを対応付けることができる。特に、姿勢変更の対象として選択されていない各メ
ガネが共通の一のサブコマに対応させられるので、時分割数を最小限に抑制できる。
【００４５】
　また、選択数検出手段の検出結果がゼロである場合は、映像の各コマは時分割されない
。即ち、選択数検出手段の検出結果がゼロでない場合（即ち、姿勢変更の対象として選択
されているメガネが少なくとも１つある場合）だけ、映像の各コマは時分割される。即ち
、時分割が必要な場合だけ時分割される。通常、時分割数が多いと、鑑賞者はフリッカー
（映像の明滅）を感じ易くなるので、コマの映像の時分割数は少ない方が望ましい。よっ
て、時分割が必要な場合だけ時分割されるので、鑑賞者の視認性の低下を防止できる。
【００４６】
　また、本発明に係る表示制御システムは、上記メガネは複数個あり、上記各メガネはそ
れぞれ、当該メガネの視界を開閉する開閉手段と、上記表示装置からの切替信号を受信す
る第２受信手段と、上記切替信号に基づいて上記開閉手段の開閉動作を制御する第２制御
手段と、を更に備え、上記表示装置は、上記第１受信手段が受信した上記姿勢信号に基づ
いて、姿勢が変化している上記メガネの数を検出する変化数検出手段と、上記変化数検出
手段の検出結果が１個以上の場合に、上記映像の各コマをそれぞれ複数のサブコマに時分
割する時分割手段と、上記姿勢が変化しているメガネの各々が上記複数のサブコマのうち
の異なるサブコマに対応する様に、上記複数のメガネを上記複数のサブコマに対応付ける
対応付手段と、を更に備え、上記姿勢変更手段は、上記姿勢が変化しているメガネに対応
付けられた上記サブコマに映る上記映像の姿勢を当該メガネの姿勢に基づいて変更し、上
記表示装置は、上記表示部に表示された上記サブコマに対応付けられた上記メガネの視界
だけが開かれる様に、上記メガネ用の上記切替信号を生成する切替信号生成手段と、上記
切替信号を上記メガネの上記第２受信手段に出力する第２出力手段とを更に備えることが
望ましい。
【００４７】
　上記の構成によれば、各メガネは、当該メガネの視界を開閉する開閉手段と、表示装置
からの切替信号を受信する第２受信手段と、切替信号に基づいて開閉手段の開閉動作を制
御する第２制御手段とを更に備えている。よって、各メガネは、表示装置からの切替信号
に応じて、当該メガネの視界の開閉を切り替えることができる。
【００４８】
　一方、表示装置は、第１受信手段が受信した姿勢信号に基づいて姿勢が変化した上記メ
ガネの数を検出する変化数検出手段と、変化数検出手段の検出結果が１個以上の場合に、
映像の各コマをそれぞれ複数のサブコマに時分割する時分割手段とを更に備えている。よ
って、表示装置は、少なくとも１個のメガネの姿勢が変化すると、映像の各コマをそれぞ
れ複数のサブコマに時分割する。
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【００４９】
　そして、対応付手段は、上記姿勢が変化したメガネの各々が上記複数のサブコマのうち
の異なるサブコマに対応する様に、上記複数のメガネを上記複数のコマに対応付けし、姿
勢変更手段は、その対応付けに基づいて、上記姿勢が変化しているメガネに対応したサブ
コマに映る映像の姿勢を当該メガネの姿勢に基づいて変更する。これにより、時分割され
た複数のサブコマの中に、その映像の姿勢がその対応するメガネの姿勢に基づいて変更さ
れた、サブコマを含ませることができる。
【００５０】
　よって、上記の構成によれば、メガネを装着した複数の鑑賞者のうちの例えば１人の鑑
賞者の顔が傾いた場合、その鑑賞者が見る映像の姿勢だけをその傾きに応じて変更するこ
とができる。
【００５１】
　また、本発明に係る表示制御システムは、上記時分割手段は、上記変化数検出手段の検
出結果が上記メガネの総数と同数である場合は、上記映像の各コマをそれぞれ上記メガネ
の総数と同数のサブコマに時分割し、上記対応付手段は、姿勢が変化した上記各メガネと
上記同数のサブコマとを１対１に対応付け、上記変化数検出手段の検出結果が１個よりも
多く且つ上記メガネの総数未満の第１の数である場合は、上記映像の各コマを上記第１の
数よりも１つ多い第２の数のサブコマに時分割し、上記対応付手段は、姿勢が変化してい
ない上記各メガネを上記第２の数のサブコマのうちの共通の一のサブコマに対応させ、姿
勢が変化している上記各メガネを上記第２の数のサブコマのうちの残りのサブコマに１対
１に対応付け、上記変化数検出手段の検出結果がゼロである場合は、上記映像の各コマを
時分割せず、上記切替信号生成手段は、上記変化数検出手段の検出結果がゼロである場合
は、全ての上記メガネの視界が開かれる様に、上記切替信号を生成することが望ましい。
【００５２】
　上記の構成によれば、変化数検出手段の検出結果がメガネの総数と同数である場合は、
時分割手段により、映像の各コマがそれぞれメガネの総数と同数のサブコマに時分割され
、対応付手段により、姿勢が変更した各メガネと上記同数のサブコマとが１対１に対応付
けられる。よって、変化数検出手段の検出結果がメガネの総数と同数である場合において
、傾いている各メガネを異なるサブコマに対応付けることができる。
【００５３】
　また、変化数検出手段の検出結果が１個よりも多く且つメガネの総数未満の第１の数で
ある場合は、時分割手段により、映像の各コマが上記数よりも１つ多い第２の数のサブコ
マに時分割され、姿勢変更手段により、姿勢が変化していない各メガネを上記第２の数の
サブコマのうちの共通の一のサブコマに対応させ、姿勢が変化した各メガネを上記第２の
数のサブコマのうちの残りのサブコマに１対１に対応させる。
【００５４】
　よって、変化数検出手段の検出結果が上記第１の数である場合において、姿勢が変化し
ている各メガネが異なるサブコマに対応付けられる様に各メガネと各サブコマとを対応付
けることができる。特に、姿勢が変化していない各メガネが共通の一のサブコマに対応さ
せられるので、時分割数を最小限に抑制できる。
【００５５】
　また、変化数検出手段の検出結果がゼロである場合は、映像の各コマは時分割されない
。即ち、変化数検出手段の検出結果がゼロでない場合（即ち、姿勢が変化したメガネが少
なくとも１つある場合）だけ、映像の各コマは時分割される。即ち、時分割が必要な場合
だけ時分割される。通常、時分割数が多いと、鑑賞者はフリッカー（映像の明滅）を感じ
易くなるので、コマの映像の時分割数は少ない方が望ましい。よって、時分割が必要な場
合だけ時分割されるので、鑑賞者の視認性の低下を防止できる。
【００５６】
　また、本発明に係る表示制御システムは、上記表示装置は、上記表示部に表示された上
記サブコマに対応付けられた上記メガネの視界だけが開かれる様に、上記各メガネ用の上
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記切替信号を生成する切替信号生成手段と、上記各切替信号を上記各メガネの上記第２受
信手段に出力する第２出力手段とを更に備えており、上記映像の各コマが時分割されてい
ない場合は、上記切替信号生成手段は、全ての上記メガネの視界が開かれる様に、上記切
替信号を生成することが望ましい。
【００５７】
　上記の構成によれば、鑑賞者は、その顔の姿勢の変化に応じて、その鑑賞者が鑑賞する
映像の姿勢の変更が可能になる。
【００５８】
　また、本発明に係る表示制御システムは、上記表示装置は、上記各メガネに共通の上記
切替信号であって上記複数のサブコマが上記表示部に表示されるタイミングを示す上記切
替信号を生成する切替信号生成手段と、上記切替信号を上記各メガネの上記第２受信手段
に出力する第２出力手段と、を更に備え、上記各メガネは、上記複数のサブコマの中で、
どのサブコマに切替えるかを選択する切替選択手段を更に備え、上記第２制御手段は、上
記切替信号に基づいて、上切替選択手段により選択されたサブコマの映像が表示されると
きだけ当該メガネが開かれるように、上記開閉手段を制御し、上記映像の各コマが時分割
されていない場合は、上記切替信号生成手段は、全ての上記メガネの視界が開かれる様に
、上記切替信号を生成することが望ましい。
【００５９】
　上記の構成によれば、表示装置は１種類の切替信号を出力するだけでよいため、表示装
置の構成が単純化できる。そして、各メガネで鑑賞できるサブコマは、選択手段で選択す
ることができる。これにより、各鑑賞者は、自分の顔の傾きに応じた映像を選択して鑑賞
することもでき、他人の顔に応じて傾いた映像を選択的に鑑賞することもできる。
【００６０】
　また、本発明に係る姿勢検出用メガネは、上記姿勢検出用メガネの視界を開閉する開閉
手段と、外部からの切替信号を受信する受信手段と、上記受信手段が受信した上記切替信
号に基づいて上記開閉手段の開閉動作を制御する制御手段と、を更に備えることが望まし
い。
【００６１】
　上記の構成によれば、上記姿勢検出用メガネの視界を開閉する開閉手段と、外部からの
切替信号を受信する受信手段と、上記受信手段が受信した上記切替信号に基づいて上記開
閉手段の開閉動作を制御する制御手段とを更に備えるので、上記表示制御システムで使用
可能なメガネを提供できる。
【００６２】
　さらに、上記に記載の表示制御システムを動作させる制御プログラムであって、コンピ
ュータを上記の各手段として機能させるための制御プログラム、および、当該制御プログ
ラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体も本発明の技術的範囲に含まれる。
また、上記に記載の姿勢検出用メガネを動作させる制御プログラムであって、コンピュー
タを上記の各手段として機能させるための制御プログラム、及び、当該制御プログラムを
記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体も本発明の技術的範囲に含まれる。
【００６３】
　上記制御プログラムによれば、コンピュータで上記手段を実現することにより、コンピ
ュータ上で表示制御システムあるいは姿勢検出用メガネを実現することができる。また、
上記記録媒体によれば、記録媒体から読み出される制御プログラムを、汎用のコンピュー
タ上で実現することができる。
【発明の効果】
【００６４】
　以上のように、本発明に係る表示制御システムは、映像を表示する表示装置と、鑑賞者
の顔に装着可能なメガネと、を備え、上記メガネは、上記メガネの姿勢を検出する姿勢検
出手段と、上記姿勢検出手段の検出結果を姿勢信号として上記表示装置に出力する第１出
力手段と、を備え、上記表示装置は、上記映像を表示する表示部と、上記姿勢信号を受信
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する第１受信手段と、上記第１受信手段が受信した上記姿勢信号に基づいて上記映像の姿
勢を変更する姿勢変更手段と、を備えることを特徴としている。
【００６５】
　また、本発明に係る姿勢検出用メガネは、鑑賞者の顔に装着可能な姿勢検出用メガネで
あって、上記姿勢検出用メガネの姿勢を検出する姿勢検出手段と、上記姿勢検出手段の検
出結果を姿勢信号として外部に出力する出力手段と、を備えることを特徴としている。
【００６６】
　それゆえ、鑑賞者の顔の姿勢に応じて映像の姿勢が変更されるので、鑑賞者に対し、そ
の顔の姿勢に応じて映像の見え方を変えることができる。即ち、映像表現の自由度を高め
ることができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】本発明の実施の形態１に係る表示制御システムの構成概略図である。
【図２】メガネ本体の構成を説明する図である。
【図３】メガネの姿勢と鑑賞者の顔の姿勢との関係を説明する図であり、（ａ）は、顔が
顔の前後方向に沿った軸Ｑ１回りに傾いていない場合の上記関係を示し、（ｂ）は、顔が
上記軸Ｑ１回りに傾いた場合の上記関係を示した図である。
【図４】表示部に表示された映像の姿勢を説明する図であり、（ａ）は、映像が表示画面
に対して傾いていない状態を示した図であり、（ｂ）は、映像が表示画面に対して映像面
の中心回りに傾いた状態を示した図である。
【図５】図４（ｂ）において映像を縮小して表示した状態を示した図である。
【図６】表示画面が正方形である場合の表示部を示した図である。
【図７】表示画面が円形である場合の表示部を示した図である。
【図８】メガネの姿勢と鑑賞者の顔の姿勢との関係を説明する図であり、（ａ）は、顔が
顔の左右方向に沿った軸Ｑ２回りに傾いていない場合の上記関係を示し、（ｂ）は、顔が
上記軸Ｑ２回りに傾いた場合の上記関係を示した図である。
【図９】表示部に表示された映像の姿勢が映像の映像面の左右方向に沿った軸Ｑ５回りに
傾いている状態を示した図である。
【図１０】メガネの姿勢と鑑賞者の顔の姿勢との関係を説明する図であり、（ａ）は、顔
が顔の上下方向に沿った軸Ｑ３回りに振れていない場合の上記関係を示し、（ｂ）は、顔
が上記軸Ｑ３回りに振れた場合の上記関係を示した図である。
【図１１】表示部に表示された映像の姿勢が映像の映像面の上下方向に沿った軸Ｑ６回り
に傾いている状態を示した図である。
【図１２】本発明の実施の形態２に係る表示制御システムの構成概略図である。
【図１３】（ａ）は、表示部の姿勢が表示部の前後方向に沿った軸Ｑ７回りに傾いていな
い状態を示した図であり、（ｂ）は、表示部の姿勢が表示部の軸Ｑ７回りに傾いた状態を
示した図である。
【図１４】鑑賞者の顔の左右方向に沿った軸Ｑ２回りの顔の傾きと、表示部の左右方向に
沿った軸Ｑ９回りの表示部の傾きとの関係を説明する図である。
【図１５】鑑賞者の顔の上下方向に沿った軸Ｑ３回りの顔の振れと、表示部の上下方向に
沿った軸Ｑ１０回りの表示部の振れとの関係を説明する図である。
【図１６】本発明の実施の形態３に係る表示制御システムの構成概略図である。
【図１７】本発明の実施の形態３の変形例に係る表示制御システムの構成概略図である。
【図１８】本発明の実施の形態４に係る表示制御システムの構成概略図である。
【図１９】本発明の実施の形態４に係る表示制御システムの動作を説明する図である。
【図２０】本発明の実施の形態４の変形例に係る表示制御システムの構成概略図である。
【図２１】加速度センサを用いた傾き量の検出方法を説明するための模式図であり、（ａ
）は、座標系を示し、（ｂ）から（ｄ）はそれぞれ、１軸加速度センサを用いた場合にお
ける、基本姿勢、メガネの前後方向に沿った軸回りのメガネの回転、メガネの左右方向に
沿った軸回りのメガネの回転の状態を示し、（ｅ）から（ｇ）はそれぞれ、２軸加速度セ
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ンサを用いた場合における、基本姿勢、メガネの前後方向に沿った軸回りのメガネの回転
、メガネの左右方向に沿った軸回りのメガネの回転の状態を示すものである。
【発明を実施するための形態】
【００６８】
　〔実施の形態１〕
　本発明の実施の形態１に係る表示制御システムについて図１から図４に基づいて説明す
れば、以下の通りである。
【００６９】
　（表示制御システムの構成）
　本実施の形態に係る表示制御システム１は、鑑賞者の顔の姿勢に応じて映像の姿勢を変
更するものであり、図１の様に、映像を表示する表示装置１０と、鑑賞者の顔に装着可能
なメガネ（姿勢検出用メガネ）２０とを備えている。
【００７０】
　以下では、鑑賞者の顔が該顔の前後方向に沿った軸回りに傾いた場合に、該顔の傾きに
応じて、表示装置１０に表示される映像が、該映像の前後方向に沿った軸（即ち映像面の
法線方向に沿った軸）回りに、鑑賞者の顔の上記傾きと同じ回転方向に傾けて表示される
場合を例に挙げて説明する。
【００７１】
　（メガネの構成）
　メガネ２０は、メガネ２０を装着した鑑賞者の顔の姿勢を検出する機能を有するもので
ある。メガネ２０は、図１の様に、メガネ本体２１と、姿勢検出部（姿勢検出手段）２２
と、姿勢信号出力部（第１出力手段）２４と、操作部２５とを備えている。
【００７２】
　なお、姿勢検出部２２、姿勢信号出力部２４および操作部２５は、メガネ本体２１（よ
り詳細には、後述のフレーム部２１ａまたは柄２１ｂＬ・２１ｂＲ）に配設されている。
【００７３】
　メガネ本体２１は、図２の様に、フレーム部２１ａと、フレーム部２１ａの両側に連結
された柄２１ｂＬ・２１ｂＲとを備えている。フレーム部２１ａの前面左右にはそれぞれ
、メガネ本体２１を装着した鑑賞者の左右目の視界を確保するための左目用開口部２１ｃ
Ｌおよび右目用開口部２１ｃＲが設けられている。
【００７４】
　姿勢検出部２２は、メガネ本体２１の姿勢（即ちメガネ２０の姿勢）を検出することで
、メガネ２０を装着した鑑賞者の顔の姿勢を検出する。ここでは、姿勢検出部２２は、メ
ガネ２０についてのメガネ２０の前後方向に沿った軸回りの傾きを検出することで、鑑賞
者の顔についての該顔の前後方向に沿った軸回りの傾きを検出する。なお、姿勢検出部２
２は、例えば、加速度センサまたはジャイロセンサ等により構成される。
【００７５】
　図３は、メガネ２０の姿勢と鑑賞者の顔Ｐの姿勢との関係を示した図であり、図３（ａ
）は、鑑賞者の顔Ｐが顔Ｐの前後方向に沿った軸Ｑ１回りに傾いていない場合の上記関係
を示し、図３（ｂ）は、鑑賞者の顔Ｐが軸Ｑ１回りに傾いた場合の上記関係を示したもの
である。
【００７６】
　図３（ａ）では、鑑賞者の顔Ｐは、顔Ｐの前後方向Ｈ３に沿った軸Ｑ１回りに傾いてい
ない。即ち、顔Ｐの左右方向（即ち、鑑賞者の左右目が並ぶ方向）Ｈ１は、水平方向Ｈ１
０に略一致している。メガネ２０の左右方向（即ち各開口部２１ｃＬ・２１ｃＲが並ぶ方
向）Ｈ２および前後方向Ｈ４はそれぞれ、鑑賞者の顔Ｐの左右方向Ｈ１および前後方向Ｈ
３に一致するので、メガネ２０も、メガネ２０の前後方向Ｈ４に沿った軸Ｑ１回りに傾い
ていない。この様に、鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ１回りの姿勢とメガネ２０の軸Ｑ１回りの姿勢
は一致する。この状態では、姿勢検出部２２は、メガネ２０の軸Ｑ１回りの傾き（ここで
は水平方向１０からの傾き）が０度であること（即ちメガネ２０が軸Ｑ１回りに傾いてい
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ないこと）を検出することで、鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ１回りの傾きが０度であること（即ち
鑑賞者の顔Ｐが軸Ｑ１回りに傾いていないこと）を検出する。
【００７７】
　図３（ｂ）は、図３（ａ）の状態から、鑑賞者の顔Ｐが、軸Ｑ１回りに角度θ傾いた状
態である。即ち、鑑賞者の顔Ｐの左右方向Ｈ１が水平方向Ｈ１０から角度θ傾いた状態で
ある。メガネ２０の左右方向Ｈ２および前後方向Ｈ４はそれぞれ、鑑賞者の顔Ｐの左右方
向Ｈ１および前後方向Ｈ３に一致するので、メガネ２０も、軸Ｑ１回りに、顔Ｐと同じ回
転方向に角度θ傾いている。この状態では、姿勢検出部２２は、メガネ２０の軸Ｑ１回り
の傾きが角度θであることを検出することで、鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ１回りの傾きが角度θ
であることを検出する。
【００７８】
　この様に、鑑賞者の顔Ｐの姿勢が軸Ｑ１回りに角度θ変化すれば、メガネ２０の姿勢も
軸Ｑ１回りに顔Ｐと同じ回転方向に角度θ変化する。よって、メガネ２０の軸Ｑ１回りの
姿勢を検出することで、鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ１回りの姿勢を検出することができる。
【００７９】
　姿勢信号出力部２４は、姿勢検出部２２からの検出結果を姿勢信号Ｓ１として表示装置
１０の後述の姿勢信号受信部１１に出力する。姿勢信号出力部２４は、例えば赤外線を出
力可能な赤外線発光素子、または、発光ダイオードまたは半導体レーザ等の半導体素子か
らなり、姿勢信号Ｓ１を赤外線等の無線信号に変換して出力する。
【００８０】
　なお、本実施の形態では、姿勢信号出力部２４と姿勢信号受信部１１とは、無線通信に
より接続されるが、配線を介して有線接続されてもよい。
【００８１】
　操作部２５は、メガネ２０の電源のオン／オフの切替指示等、鑑賞者の操作を受け付け
るものである。
【００８２】
　（表示装置の構成）
　表示装置１０は、映像を表示すると共に、メガネ２０から出力される姿勢信号Ｓ１に基
づいて上記映像の姿勢を変更するものである。表示装置１０は、図１の様に、姿勢信号受
信部１１（第１受信手段）と、姿勢変更部１２（姿勢変更手段）と、表示部１３と、映像
出力制御部１７とを備えている。
【００８３】
　姿勢信号受信部１１は、メガネ２０から出力された姿勢信号Ｓ１を受信する。姿勢信号
受信部１１は、例えば赤外線を受信可能な赤外線受光素子、または、発光ダイオードまた
は半導体レーザ等からの光信号（無線信号）を受光可能な半導体素子からなり、無線信号
である姿勢信号Ｓ１を、姿勢変更部１２で処理可能な信号（例えばデジタル信号）に変換
して、姿勢変更部１２に出力する。
【００８４】
　映像出力制御部１７は、外部から供給される映像信号Ｓ２を入力し、その映像信号Ｓ２
を表示部１３にて表示処理可能な画像信号に変換して表示部１３に出力する。また、映像
出力制御部１７は、後述の様に、姿勢変更部１２の制御に応じて、表示部１３に表示され
る映像が傾く様に、上記画像信号に画像処理を行って上記画像信号を表示部１３に出力し
、また、表示部１３に表示される映像が傾かない様に、上記画像信号に画像処理を行わな
いで上記画像信号を表示部１３に出力する。
【００８５】
　なお、映像信号Ｓ２は、例えば、地上波放送等により供給されてもよく、若しくは、外
部の記録再生装置から供給されてもよく、若しくは、ＩＰ（Internet Protocol）ネット
ワークを使ってリアルタイム放送や映画などのコンテンツを配信するサービスを利用して
供給されてもよい。
【００８６】
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　表示部１３は、映像出力制御部１７から出力される上記画像信号に基づいて映像を表示
する。表示部１３は、例えば、ＬＣＤ、ＰＤＰまたはＣＲＴ等により構成されており、図
４（ａ）の様に、例えば横長の矩形の表示画面１３ａを有している。
【００８７】
　姿勢変更部１２は、姿勢信号受信部１１が受信した姿勢信号Ｓ１に基づいて、表示部１
３に表示される映像の姿勢を画像処理によって変更する。ここでは、姿勢変更部１２は、
映像出力制御部１７を制御することで、表示部１３に表示される映像の姿勢を画像処理に
よって変更する。
【００８８】
　より詳細には、姿勢変更部１２は、姿勢信号受信部１１からの姿勢信号Ｓ１に基づいて
、鑑賞者の顔Ｐの前後方向Ｈ３に沿った軸Ｑ１回りの顔Ｐの傾きを検出する（図３参照）
。
【００８９】
　そして、上記の検出の結果、図３（ａ）の様に、鑑賞者の顔Ｐが軸Ｑ１回りに傾いてい
ない場合は、姿勢変更部１２は、映像出力制御部１７を制御して、図４（ａ）の様に、表
示部１３に表示された映像Ｄが傾かない様に（即ち、映像面の左右方向ｘおよび上下方向
ｙがそれぞれ表示画面１３ａの左右方向ｕおよび上下方向ｖに略一致する様に）、上記画
像信号を表示部１３に出力させる。
【００９０】
　他方、上記の検出の結果、図３（ｂ）の様に、鑑賞者の顔Ｐが軸Ｑ１回りに例えば右回
り（矢印Ｒ方向）に角度θ傾いている場合は、姿勢変更部１２は、映像出力制御部１７を
制御して、図４（ｂ）の様に、表示部１３に表示された映像が、映像Ｄ’の様に映像面の
例えば中心における法線を回転軸Ｔとして、鑑賞者の顔Ｐの傾きと同じ回転方向（例えば
右回り）に角度θ傾く様に、上記画像信号を画像処理させて、表示部１３に出力させる。
【００９１】
　この様に、姿勢変更部１２は、表示部１３に表示される映像の姿勢を、図４（ｂ）の映
像Ｄ’の様に、映像面に垂直な回転軸Ｔ回りにおいて鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ１回りの傾きと
同じ角度θおよび同じ回転方向に傾ける。よって、表示部１３に表示される映像の回転軸
Ｔ回りの姿勢は、常に、鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ１回りの姿勢と一致する。これにより、鑑賞
者は、顔Ｐを軸Ｑ１回りに傾けても、映像を鑑賞者から見て傾いていない状態で鑑賞でき
る。
【００９２】
　なお、本実施の形態では、映像Ｄ’は、メガネ２０の軸Ｑ１回りの傾きの角度θと同じ
角度傾けられたが、必ずしも同じ角度傾けられる必要はない。
【００９３】
　以上の様に、本実施の形態によれば、鑑賞者の顔の姿勢に応じて映像の姿勢が変更され
るので、鑑賞者の顔の姿勢に応じて映像の見せ方を変えることができる。よって、映像表
現の自由度を高めることができる。
【００９４】
　また、姿勢検出部２２は、メガネ２０の前後方向に沿った軸Ｑ１回りのメガネ２０の傾
きを検出し、姿勢変更部１２は、姿勢検出部２２の検出結果に基づいて、映像の映像面に
垂直な回転軸Ｔ回りに映像を傾けるので、メガネ２０の軸Ｑ１回りの傾きに応じて、表示
部１３に表示される映像を、映像面の法線方向に沿った軸回りに傾けることができる。
【００９５】
　また、映像の姿勢の回転方向は、メガネ２０の姿勢の回転方向と同方向であるので、鑑
賞者の顔の姿勢に応じて、常に、映像の姿勢が鑑賞者に対して傾いていない様に変更され
る。よって、鑑賞者の映像に対する視認性を向上できる。
【００９６】
　なお、本実施の形態では、姿勢変更部１２は、映像出力制御部１７を制御することで、
間接的に、表示部１３に表示される映像の姿勢を変更したが、姿勢変更部１２が、映像出
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力制御部１７から表示部１３に出力される上記映像信号に直接に画像処理を行うことで、
表示部１３に表示される映像の姿勢を変更してもよい。
【００９７】
　（変形例１）
　この変形例１は、実施の形態１の変形例である。
【００９８】
　実施の形態１では、図４（ｂ）の様に、映像Ｄ’は、映像面に垂直な回転軸Ｔ回りに傾
けられるだけで、そのサイズは変更されない。よって、映像Ｄ’の周縁部分は、映像Ｄ’
の回転軸Ｔ回りの傾きにより、表示画面１３ａから切れる場合がある。
【００９９】
　そこで、この変形例では、例えば映像出力制御部１７において、図５の様に、映像Ｄ’
の回転軸Ｔ回りの傾きに応じて、映像Ｄ’のサイズを縮小することで、映像Ｄ’の回転軸
Ｔ回りの傾きにより、映像Ｄ’の周縁部分が表示画面１３ａから切れない様にする。
【０１００】
　これにより、映像Ｄ’の回転軸Ｔ回りの傾きにより映像Ｄ’の周縁部分が表示画面１３
ａから切れることが防止されるので、鑑賞者の映像Ｄ’に対する視認性を向上できる。
【０１０１】
　なお、この変形例では、映像出力制御部１７により映像Ｄ’のサイズを縮小させている
が、姿勢変更部１２が直接に表示部１３に表示される映像の姿勢を画像処理により変更す
る場合は、姿勢変更部１２により映像Ｄ’のサイズを縮小させてもよい。
【０１０２】
　（変形例２）
　この変形例２は、実施の形態１の変形例である。
【０１０３】
　実施の形態１では、表示部１３の表示画面１３ａの形状は、図４（ａ）の様に矩形であ
ったが、その様に限定されない。例えば、表示画面１３ａの形状は、図６の様に正方形で
あってもよく、または、図７の様に円形であってもよい。
【０１０４】
　正方形の場合は、図６の様に、映像Ｄ’が映像面に垂直な回転軸Ｔ回りに傾けられた場
合に、映像Ｄ’において表示画面１３ａから切れる部分を少なくでき、特に図６の様に映
像Ｄ’が回転軸Ｔ回りに９０度回転された状態では、映像Ｄ’の周縁部分が表示画面１３
ａから切れることを防止できる。なお、図６の映像Ｄは、姿勢が回転軸Ｔ回りに傾けられ
ていない場合の映像である。
【０１０５】
　また、円形の場合は、図７の様に、映像Ｄ’が映像面に垂直な回転軸Ｔ回りに何度傾け
られても、映像Ｄ’の周縁部分が表示画面１３ａから切れることを防止できる。即ち、映
像Ｄ’は、回転軸Ｔ回りの姿勢に依らず、常にその周縁部分が表示画面１３ａから切れる
ことが防止される。なお、図７中、映像Ｄは、姿勢が回転軸Ｔ回りに傾けられていない場
合の映像であり、映像Ｄ’は、姿勢が回転軸Ｔ回りに９０度傾けられた場合の映像である
。
【０１０６】
　（変形例３）
　この変形例３は、実施の形態１の変形例である。
【０１０７】
　実施の形態１では、鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ１回りの姿勢に応じて、映像Ｄ’の姿勢が変更
されたが、この変形例では、鑑賞者の顔の左右方向に沿った軸回りの当該顔の姿勢に応じ
て、映像の姿勢が変更される。
【０１０８】
　この変形例は、図１の様に、実施の形態１において、姿勢検出部２２および姿勢変更部
１２が下記の様に変更される以外は、同様に構成される。よって、以下では、図１に基づ
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いて、実施の形態１と同じ構成要素には同一符号を付して説明を省略し、異なる構成要素
だけ説明する。
【０１０９】
　この変形例の姿勢検出部２２Ｂは、メガネ２０の左右方向（従って鑑賞者の顔の左右方
向）に沿った軸回りのメガネ２０の傾きを検出することで、鑑賞者の顔の左右方向に沿っ
た軸回りの鑑賞者の顔の傾きを検出する。
【０１１０】
　図８は、メガネ２０の姿勢と鑑賞者の顔Ｐの姿勢との関係を示した図であり、図８（ａ
）は、鑑賞者の顔Ｐが顔Ｐの左右方向に沿った軸（紙面に垂直な軸）Ｑ２回りに傾いてい
ない場合の上記関係を示し、図８（ｂ）は、鑑賞者の顔Ｐが軸Ｑ２回りに傾いた場合の上
記関係を示したものである。
【０１１１】
　図８（ａ）では、鑑賞者の顔Ｐは、顔Ｐの左右方向Ｈ１に沿った軸Ｑ２回りに傾いてい
ない。即ち、顔Ｐの前後方向Ｈ３は、水平方向Ｈ１１に略一致している。メガネ２０の左
右方向（即ち各開口部２１ｃＬ・２１ｃＲが並ぶ方向）Ｈ２および前後方向Ｈ４はそれぞ
れ、鑑賞者の顔Ｐの左右方向Ｈ１および前後方向Ｈ３に一致するので、メガネ２０も、メ
ガネ２０の左右方向Ｈ２に沿った軸Ｑ２回りに傾いていない。この様に、鑑賞者の顔Ｐの
軸Ｑ２回りの姿勢とメガネ２０の軸Ｑ２回りの姿勢は一致する。この状態では、姿勢検出
部２２Ｂは、メガネ２０の軸Ｑ２回りの傾きが０度であること（即ちメガネ２０が軸Ｑ２
回りに傾いていないこと）を検出することで、鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ２回りの傾きが０度で
あること（即ち鑑賞者の顔Ｐが軸Ｑ２回りに傾いていないこと）を検出する。
【０１１２】
　図８（ｂ）は、図８（ａ）の状態から、鑑賞者の顔Ｐが、軸Ｑ２回りに角度φ傾いた状
態である。即ち、鑑賞者の顔Ｐの前後方向Ｈ３が水平方向Ｈ１１から角度φ傾いた状態で
ある。メガネ２０の左右方向Ｈ２および前後方向Ｈ４はそれぞれ、鑑賞者の顔Ｐの左右方
向Ｈ１および前後方向Ｈ４に一致するので、メガネ２０も、軸Ｑ２回りに、顔Ｐと同じ回
転方向に角度φ傾いている。この状態では、姿勢検出部２２Ｂは、メガネ２０の軸Ｑ２回
りの傾きが角度φであることを検出することで、鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ２回りの傾きが角度
φであることを検出する。
【０１１３】
　この様に、鑑賞者の顔Ｐの姿勢が軸Ｑ２回りに角度φだけ変化すれば、メガネ２０の姿
勢も軸Ｑ２回りに顔Ｐと同じ回転方向に角度φだけ変化する。よって、メガネ２０の軸Ｑ
２回りの姿勢を検出することで、鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ２回りの姿勢を検出することができ
る。
【０１１４】
　この変形例の姿勢変更部１２Ｂは、姿勢信号受信部１１が受信した姿勢信号Ｓ１に基づ
いて、後述の様に、表示部１３に表示される映像の姿勢を画像処理によって変更する。こ
こでは、姿勢変更部１２Ｂは、姿勢信号Ｓ１に基づいて、映像出力制御部１７を制御する
ことで、表示部１３に表示される映像の姿勢を画像処理によって変更する。
【０１１５】
　より詳細には、姿勢変更部１２Ｂは、姿勢信号受信部１１からの姿勢信号Ｓ１に基づい
て、鑑賞者の顔Ｐの左右方向Ｈ１に沿った軸Ｑ２回りの顔Ｐの傾きを検出する（図８参照
）。
【０１１６】
　そして、上記の検出の結果、図８（ａ）の様に、鑑賞者の顔Ｐが軸Ｑ２回りに傾いてい
ない場合は、姿勢変更部１２Ｂは、映像出力制御部１７を制御して、図４（ａ）の様に、
表示部１３に表示された映像Ｄの姿勢が傾かない様に（即ち、映像面の左右方向ｘおよび
上下方向ｙがそれぞれ表示画面１３ａの左右方向ｕおよび上下方向ｖに略一致する様に）
、上記画像信号を表示部１３に出力表示させる。
【０１１７】



(19) JP 2012-222699 A 2012.11.12

10

20

30

40

50

　他方、上記の判定の結果、図８（ｂ）の様に、鑑賞者の顔Ｐが、軸Ｑ２回りにおいて鑑
賞者の右側から見て例えば右回り（矢印Ｒ方向）に角度φ傾いている場合は、姿勢変更部
１２は、映像出力制御部１７を制御して、図９の様に、表示部１３に表示された映像が、
映像Ｄ’の様に映像面の例えば中心Ｔ２を通り映像Ｄ’の左右方向に沿った軸Ｑ５を回転
軸として、鑑賞者の顔Ｐの傾きと同じ回転方向（即ち、映像Ｄ’の右側から見て右回り）
に同じ角度φで傾いて見える様に、上記画像信号を画像処理させて、表示部１３に出力さ
せる。
【０１１８】
　なお、図９では、映像Ｄ’の上辺ｈ１は、姿勢が傾いていない場合の映像Ｄの上辺ｈ２
よりも画面奥側に変位した様に画像処理されるので、上辺ｈ２よりも短くなっている。ま
た、映像Ｄ’の下辺ｈ３は、映像Ｄの下辺ｈ４よりも画面前側に変位した様に画像処理さ
れるので、下辺ｈ４よりも長くなっている。また映像Ｄ’の上下幅ｄ１は、軸Ｑ５回りに
回転された様に画像処理されるので、映像Ｄの上下幅ｄ２よりも短くなっている。この結
果、図９の映像Ｄ’は、その輪郭が台形となる様に画像処理されている。
【０１１９】
　この様に、姿勢変更部１２Ｂは、表示部１３に表示される映像を、図９の映像Ｄ’の様
に、映像面の左右方向に沿った軸Ｑ５回りにおいて、鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ２回りの傾きと
同じ角度φおよび同じ回転方向に傾いて見える様に画像処理する。これにより、表示部１
３に表示される映像の軸Ｑ５回りの姿勢は、擬似的に鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ２回りの姿勢と
一致するので、鑑賞者は、顔Ｐを軸Ｑ２回りに傾けても、擬似的に、映像を鑑賞者から見
て傾いていない状態で鑑賞できる。
【０１２０】
　以上の様に、この変形例によれば、姿勢検出部２２Ｂは、メガネ２０の左右方向に沿っ
た軸Ｑ２回りのメガネ２０の傾きを検出し、姿勢変更部１２Ｂは、姿勢検出部２２Ｂの検
出結果に基づいて、映像の映像面の左右方向に沿った軸Ｑ５回りに傾いて見える様に映像
を画像処理するので、メガネ２０の軸Ｑ２回りの傾きに応じて、表示部１３に表示される
映像を、擬似的に、映像面の左右方向に沿った軸Ｑ５回りに傾けることができる。
【０１２１】
　また、映像の姿勢の回転方向は、メガネ２０の姿勢の回転方向と同方向であるので、鑑
賞者の顔の姿勢に応じて、擬似的に、映像の姿勢が鑑賞者に対して傾いていない様に変更
される。よって、鑑賞者の映像に対する視認性を向上できる。
【０１２２】
　（変形例４）
　この変形例４は、実施の形態１の変形例である。
【０１２３】
　実施の形態１では、鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ１回りの姿勢に応じて、映像の姿勢が変更され
たが、この変形例では、鑑賞者の顔Ｐの上下方向に沿った軸回りの振れに応じて、映像の
姿勢が変更される。
【０１２４】
　この変形例は、図１の様に、実施の形態１において、姿勢検出部２２および姿勢変更部
１２が下記の様に変更される以外は、同様に構成される。よって、以下では、図１に基づ
いて、実施の形態１と同じ構成要素には同一符号を付して説明を省略し、異なる構成要素
だけ説明する。
【０１２５】
　この変形例の姿勢検出部２２Ｃは、メガネ２０の上下方向（従って鑑賞者の顔の上下方
向）に沿った軸回りのメガネ２０の傾きを検出することで、鑑賞者の顔の上下方向に沿っ
た軸回りの鑑賞者の顔の傾きを検出する。
【０１２６】
　図１０は、メガネ２０の姿勢と鑑賞者の顔Ｐの姿勢との関係を示した図であり、図１０
（ａ）は、鑑賞者の顔Ｐが顔Ｐの上下方向Ｈ５に沿った軸（紙面に垂直な軸）Ｑ３回りに
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振れていない場合の上記関係を示し、図１０（ｂ）は、鑑賞者の顔Ｐが軸Ｑ３回りに振れ
た場合の上記関係を示したものである。なお、図１０（ａ）、（ｂ）はそれぞれ、鑑賞者
の顔Ｐを上から見た図である。
【０１２７】
　図１０（ａ）では、鑑賞者の顔Ｐは、或る基準方向Ｈ１２を向いている。即ち、顔Ｐの
前後方向Ｈ３は、基準方向Ｈ１２に略一致している。メガネ２０の上下方向Ｈ６および前
後方向Ｈ４はそれぞれ、鑑賞者の顔Ｐの上下方向Ｈ５および前後方向Ｈ３に略一致するの
で、メガネ２０の前後方向Ｈ４も、基準方向Ｈ１２に略一致している。この様に、鑑賞者
の顔Ｐの軸Ｑ３回りの姿勢とメガネ２０の軸Ｑ３回りの姿勢は一致する。
【０１２８】
　この状態では、姿勢検出部２２Ｃは、メガネ２０の前後方向Ｈ４と基準方向Ｈ１２との
成す角度が０度であること（即ちメガネ２０が軸Ｑ３回りにおいて基準方向Ｈ１２から振
れていないこと）を検出することで、鑑賞者の顔Ｐが軸Ｑ３回りにおいて基準方向Ｈ１２
から振れていないことを検出する。
【０１２９】
　図１０（ｂ）は、図１０（ａ）の状態から、鑑賞者の顔Ｐが、軸Ｑ３回りにおいて例え
ば右回りに角度ψ振れた状態である。即ち、鑑賞者の顔Ｐの前後方向Ｈ３が軸Ｑ３回りに
おいて基準方向Ｈ１２から例えば右回りに角度ψだけ振れた状態である。メガネ２０の上
下方向Ｈ６および前後方向Ｈ４はそれぞれ、鑑賞者の顔Ｐの上下方向Ｈ５および前後方向
Ｈ３に一致するので、メガネ２０も、軸Ｑ３回りに、顔Ｐと同じ回転方向に角度ψだけ振
れている。
【０１３０】
　この状態では、姿勢検出部２２Ｃは、メガネ２０が軸Ｑ３回りにおいて基準方向Ｈ１２
から例えば右回りに角度ψだけ振れていることを検出することで、鑑賞者の顔Ｐが軸Ｑ３
回りにおいて基準方向Ｈ１２から例えば右回りに角度ψだけ振れていることを検出する。
【０１３１】
　この様に、鑑賞者の顔Ｐの姿勢が軸Ｑ３回りにおいて基準方向Ｈ１２から角度ψ変化す
れば、同様にメガネ２０の姿勢も軸Ｑ３回りにおいて基準方向Ｈ１２から同じ回転方向に
角度ψ変化する。よって、メガネ２０の軸Ｑ３回りの姿勢を検出することで、鑑賞者の顔
Ｐの軸Ｑ３回りの姿勢を検出することができる。
【０１３２】
　なお、基準方向Ｈ１２の設定は、例えば、鑑賞者がメガネ２０を装着して所望方向を向
いた状態で、メガネ２０の操作部２５を操作して、姿勢検出部２２Ｃの検出値をゼロにリ
セットすることで、行われる。これにより、姿勢検出部２２Ｃは、軸Ｑ３回りにおいて当
該所望方向からの振れを検出する様になる。即ち、当該所望方向が基準方向Ｈ１２に設定
されたことになる。
【０１３３】
　なお、基準方向Ｈ１２は、表示部１３に向いた方向に設定されることを想定しているが
、この様に限定するものではない。
【０１３４】
　この変形例の姿勢変更部１２Ｃは、姿勢信号受信部１１が受信した姿勢信号Ｓ１に基づ
いて、後述の様に、表示部１３に表示される映像の姿勢を画像処理によって変更する。こ
こでは、姿勢変更部１２Ｃは、姿勢信号Ｓ１に基づいて、映像出力制御部１７を制御する
ことで、表示部１３に表示される映像の姿勢を画像処理によって変更する。
【０１３５】
　より詳細には、姿勢変更部１２Ｃは、姿勢信号受信部１１からの姿勢信号Ｓ１に基づい
て、鑑賞者の顔Ｐにおける軸Ｑ３回りの基準方向Ｈ１２から振れを検出する。
【０１３６】
　そして、上記の検出の結果、図１０（ａ）の様に、鑑賞者の顔Ｐが軸Ｑ３回りにおいて
基準方向Ｈ１２から振れていない場合は、姿勢変更部１２Ｃは、映像出力制御部１７を制
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御して、図４（ａ）の様に、表示部１３に表示された映像Ｄの姿勢が傾かない様に（即ち
、映像Ｄの上下方向ｙおよび左右方向ｘがそれぞれ、表示画面１３ａの上下方向ｖおよび
左右方向ｕに一致する様に）、上記画像信号を表示部１３に出力させる。
【０１３７】
　他方、上記の検出の結果、図１０（ｂ）の様に、鑑賞者の顔Ｐが軸Ｑ３回りに上から見
て例えば右回り（矢印Ｒ方向）に角度ψ傾いている場合は、姿勢変更部１２Ｃは、映像出
力制御部１７を制御して、図１１の様に、表示部１３に表示された映像が、映像Ｄ’の様
に映像面の例えば中心Ｔ２を通り映像Ｄ’の上下方向に沿った軸Ｑ６を回転軸として、鑑
賞者の顔Ｐの振れと同じ回転方向（例えば右回り）に同じ角度ψだけ振れて見える様に、
上記画像信号を画像処理させて、表示部１３に出力させる。
【０１３８】
　なお、図１１では、映像Ｄ’の左辺ｈ５は、姿勢が傾いていない場合の映像Ｄの左辺ｈ
６よりも画面奥側に変位した様に画像処理されるので、左辺ｈ６よりも短くなっている。
また、映像Ｄ’の右辺ｈ７は、映像Ｄの右辺ｈ８よりも画面前側に変位した様に画像処理
されるので、右辺ｈ８よりも長くなっている。また映像Ｄ’の左右幅ｄ３は、軸Ｑ６回り
に回転された様に画像処理されるので、映像Ｄの左右幅ｄ４よりも短くなっている。この
結果、図１１の映像Ｄ’は、その輪郭が左辺ｈ５が上底となり右辺ｈ７が下底となる台形
となる様に、画像処理されている。
【０１３９】
　この様に、姿勢変更部１２Ｃは、表示部１３に表示される映像を、図１１の映像Ｄ’の
様に、映像面の上下方向に沿った軸Ｑ６回りにおいて、鑑賞者の顔Ｐの振れと同じ角度ψ
および同じ回転方向に振れて見える様に画像処理する。これにより、表示部１３に表示さ
れる映像の軸Ｑ６回りの姿勢は、擬似的に鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ３回りの姿勢と一致するの
で、鑑賞者は、顔Ｐを基準方向Ｈ１２から軸Ｑ３回りに振っても、擬似的に、映像を鑑賞
者から見て振れていない状態で鑑賞できる。
【０１４０】
　また映像の姿勢の回転方向は、メガネ２０の姿勢の回転方向と同方向であるので、鑑賞
者の顔の軸Ｑ３回りの姿勢に応じて、擬似的に、映像の軸Ｑ６回りの姿勢が鑑賞者と正対
している様に変更される。よって、鑑賞者の映像に対する視認性を向上できる。
【０１４１】
　（変形例５）
　この変形例５は、実施の形態１の変形例である。
【０１４２】
　実施の形態１では、図４（ｂ）の様に、映像Ｄ’の軸Ｔ回りの姿勢は、鑑賞者の顔Ｐの
軸Ｑ１回りの傾きと同じ角度θ回転されるが、この変形例では、映像Ｄ’の軸Ｔ回りの姿
勢は、鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ１回りの姿勢の変化速度が速いほど大きく回転される。
【０１４３】
　この変形例は、上記変形例３と比べて、姿勢変更部１２が以下の様に異なる以外は、同
様に構成される。以下、図１および図４（ｂ）に基づいて説明する。
【０１４４】
　この変形例の姿勢変更部１２は、姿勢信号受信部１１が受信した姿勢信号Ｓ１に基づい
て、メガネ２０の前後方向に沿った軸Ｑ１回りの姿勢の変化速度を求め、その変化速度が
大きいほど、表示部１３に表示される映像Ｄ’の回転軸Ｔ回りの姿勢を大きく変更する。
【０１４５】
　ここでは、姿勢変更部１２は、映像出力制御部１７を制御することで、上記の変化速度
が大きいほど、表示部１３に表示される映像Ｄ’の回転軸Ｔ回りの姿勢を大きく変更する
。
【０１４６】
　これにより、例えば、メガネ２０の軸Ｑ１回りの姿勢の変化量が同じ場合は、メガネ２
０の軸Ｑ１回りの姿勢の変化速度が速いほど、映像Ｄ’の軸Ｔ回りの姿勢の変化量は大き
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くなる。
【０１４７】
　この様に、鑑賞者の顔Ｐが軸Ｑ１回りに速く傾くほど、映像Ｄ’の姿勢は回転軸Ｔ回り
に大きく傾けられるので、映像の臨場感を向上させることができる。
【０１４８】
　なお、この変形例では、映像Ｄ’の軸Ｔ回りの姿勢は、鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ１回りの傾
きの角度と同じ角度回転されるとは限らない。
【０１４９】
　なお、この変形例は、実施の形態１に適用されたが、上記の他の変形例（例えば変形例
３・４）に適用されてもよい。
【０１５０】
　〔実施の形態２〕
　実施の形態１では、画像処理により、表示部１３に表示される映像の姿勢が変更された
が、本実施の形態では、表示部１３の姿勢が変更されることで、表示部１３に表示される
映像の姿勢が変更される。
【０１５１】
　本実施の形態では、実施の形態１において、表示装置１０の姿勢変更部１２が下記の様
に変更される以外は、同様に構成される。よって、以下では、図１２に基づいて、実施の
形態１と同じ構成要素には同一符号を付して説明を省略し、異なる構成要素だけ説明する
。
【０１５２】
　なお、本実施の形態では、表示部１３に表示される映像は、常に、図４（ａ）の映像Ｄ
様に、表示画面１３ａに傾かない様に表示される。
【０１５３】
　本実施の形態の姿勢変更部１２Ｄは、図１２の様に、支持機構１５ａと、駆動部１５ｂ
（駆動手段）と、制御部１５ｃ（第１制御手段）とを備えている。
【０１５４】
　支持機構１５ａは、表示部１３の姿勢が変更自在となる様に表示部１３を支持する。こ
こでは、支持機構１５ａは、図１３（ｂ）の様に、表示画面１３ａの例えば中心における
法線を回転軸Ｑ７とし、その回転軸Ｑ７回りに表示部１３が回動自在となる様に、表示部
１３を支持する。また支持機構１５ａは、表示部１３の表示画面１３ａが略垂直となる様
に、表示部１３を支持する。
【０１５５】
　駆動部１５ｂは、制御部１５ｃの制御に基づいて、表示部１３が軸Ｑ７回りに回動する
様に、支持機構１５ａを駆動する。
【０１５６】
　制御部１５ｃは、姿勢信号受信部１１が受信した姿勢信号Ｓ１に基づいて、駆動部１５
ｂを駆動制御することで、表示部１３の姿勢を軸Ｑ７回りに傾ける。これにより、表示部
１３に表示される映像の姿勢は、軸Ｑ７回りに傾けられる。
【０１５７】
　より詳細には、制御部１５ｃは、姿勢信号Ｓ１に基づいて、鑑賞者の顔Ｐの前後方向Ｈ
３に沿った軸Ｑ１回りの顔Ｐの傾きを検出する（図３参照）。
【０１５８】
　そして、上記の検出の結果、図３（ａ）の様に、鑑賞者の顔Ｐが軸Ｑ１回りに傾いてい
ない場合は、図１３（ａ）の様に、制御部１５ｃは、表示部１３の姿勢が軸Ｑ７回りに傾
かない様に（即ち、表示部１３の左右方向が水平方向に略一致する様に）、駆動部１５ｂ
を制御する。
【０１５９】
　他方、上記の検出の結果、図３（ｂ）の様に、鑑賞者の顔Ｐが軸Ｑ１回りに例えば右回
り（矢印Ｒ方向）に角度θ傾いている場合は、制御部１５ｃは、図１３（ｂ）の様に、表
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示部１３が軸Ｑ７回りに鑑賞者の顔Ｐの傾きと同じ回転方向（例えば右回り）に角度θ傾
く様に、駆動部１５ｂを制御する。
【０１６０】
　この様に、制御部１５ｃは、駆動部１５ｂを介して、表示部１３の軸Ｑ７回りの姿勢を
、鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ１回りの傾きと同じ角度および同じ回転方向に傾ける。よって、表
示部１３に表示される映像の軸Ｑ７回りの姿勢は、常に、鑑賞者の顔の軸Ｑ１回りの姿勢
と一致する。これにより、鑑賞者は、顔を軸Ｑ１回りに傾けても、映像を鑑賞者から見て
傾いていない状態で鑑賞できる。
【０１６１】
　また、表示部１３の姿勢が変更されることで、映像の姿勢が変更されるので、現実空間
において映像の姿勢を変更できる。よって、姿勢変更後の映像の視認性が良い。
【０１６２】
　なお、本実施の形態でも、鑑賞者の顔の姿勢に応じて映像の姿勢が変更されるので、鑑
賞者に対し、その顔の姿勢に応じて映像の見せ方を変えることができる。即ち、映像表現
の自由度を高めることができる。
【０１６３】
　（変形例１）
　この変形例１は、実施の形態２の変形例である。
【０１６４】
　実施の形態２は、実施の形態１に適用した場合（即ち、鑑賞者の顔の前後方向に沿った
軸Ｑ１回りの当該顔の傾きに応じて表示部１３の姿勢を変更する場合）で説明したが、こ
の変形例は、実施の形態２を実施の形態１の変形例３に適用したもの（即ち、鑑賞者の顔
の左右方向に沿った軸Ｑ２回りの当該顔の傾きに応じて表示部１３の姿勢を変更するもの
）である。
【０１６５】
　以下では、図１２に基づいて、実施の形態２と同じ構成要素には同一符号を付して説明
を省略し、異なる構成要素だけ説明する。
【０１６６】
　この変形例のメガネ２０は、実施の形態１の変形例３のメガネ２０と同じであり、図８
（ａ）、（ｂ）の様に、メガネ２０の左右方向に沿った軸Ｑ２回りのメガネ２０の傾きを
検出することで、鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ２回りの傾きを検出する。
【０１６７】
　この変形例の表示装置１０は、実施の形態２の表示装置１０と比べて、支持機構１５ａ
および制御部１５ｃが下記の様に異なる以外は、同様に構成される。
【０１６８】
　この変形例の支持機構１５ａＥは、表示部１３の上下方向の例えば中心を通り表示部１
３の左右方向に沿った軸を回転軸Ｑ９（図１４参照）とし、その回転軸Ｑ９回りに表示部
１３が回動自在となる様に、表示部１３を支持する。なお、図１４は、表示部１３の右側
面から見た図である。
【０１６９】
　この変形例の制御部１５ｃＥは、姿勢信号受信部１１が受信した姿勢信号Ｓ１に基づい
て、鑑賞者の顔Ｐの左右方向Ｈ１に沿った軸Ｑ２回りの顔Ｐの傾きを検出する（図８参照
）。
【０１７０】
　そして、上記の検出の結果、図８（ａ）の様に、鑑賞者の顔Ｐが軸Ｑ２回りに傾いてい
ない場合は、図１４の様に、制御部１５ｃＥは、表示部１３の姿勢が軸Ｑ９回りに傾かな
い様に（例えば、表示部１３の上下方向Ｈ１００が鉛直方向Ｈ１０１に略一致する様に）
、駆動部１５ｂを制御する。
【０１７１】
　他方、上記の検出の結果、図１４の矢印Ｒ１の様に、鑑賞者の顔Ｐが軸Ｑ２回りに例え
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ば鑑賞者の右側から見て右回りに角度θ傾いた場合は、図１４の矢印Ｒ２の様に、制御部
１５ｃＥは、表示部１３が軸Ｑ９回りに鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ２回りの傾きと同じ回転方向
（ここでは右回り）に角度φ傾く様に、駆動部１５ｂを制御する。
【０１７２】
　この様に、制御部１５ｃＥは、駆動部１５ｂを介して、表示部１３の軸Ｑ９回りの姿勢
を、鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ２回りの傾きと同じ角度および同じ回転方向に傾ける。よって、
表示部１３に表示される映像の軸Ｑ７回りの姿勢は、常に、鑑賞者の顔の軸Ｑ２回りの姿
勢と一致する。これにより、鑑賞者は、顔を軸Ｑ２回りに傾けても、映像を鑑賞者から見
て傾いていない状態で鑑賞できる。
【０１７３】
　（変形例２）
　この変形例２は、実施の形態２の変形例である。
【０１７４】
　実施の形態２は、実施の形態１に適用した場合（即ち、鑑賞者の顔の前後方向に沿った
軸Ｑ１回りの当該顔の傾きに応じて表示部１３の姿勢を変更する場合）で説明したが、こ
の変形例は、実施の形態２を実施の形態１の変形例４に適用したもの（即ち、鑑賞者の顔
の上下方向に沿った軸Ｑ３回りの当該顔の傾きに応じて表示部１３の姿勢を変更するもの
）である。
【０１７５】
　以下では、図１２に基づいて、実施の形態２と同じ構成要素には同一符号を付して説明
を省略し、異なる構成要素だけ説明する。
【０１７６】
　この変形例のメガネ２０は、実施の形態１の変形例４のメガネ２０と同じであり、図１
０（ａ）、（ｂ）の様に、メガネ２０における軸Ｑ３回りの基準方向Ｈ１２からの振れψ
を検出することで、鑑賞者の顔Ｐにおける軸Ｑ３回りの基準方向Ｈ１２からの振れψを検
出する。
【０１７７】
　この変形例の表示装置１０は、実施の形態２の表示装置１０と比べて、支持機構１５ａ
および制御部１５ｃが下記の様に異なる以外は、同様に構成される。
【０１７８】
　この変形例の支持機構１５ａＦは、図１５の様に、表示部１３の左右方向の例えば中心
を通り表示部１３の上下方向に沿った軸を回転軸Ｑ１０とし、その回転軸Ｑ１０回りに表
示部１３が回動自在となる様に、表示部１３を支持する。なお、図１５は、鑑賞者の顔Ｐ
および表示部１３を上から見た図である。
【０１７９】
　この変形例の制御部１５ｃＦは、姿勢信号受信部１１が受信した姿勢信号Ｓ１に基づい
て、図１０の様に、鑑賞者の顔Ｐにおける軸Ｑ３回りの基準方向Ｈ１２からの振れを検出
する。
【０１８０】
　そして、上記の検出の結果、図１０（ａ）の様に、鑑賞者の顔Ｐが軸Ｑ３回りにおいて
基準方向Ｈ１２から振れていない場合は、図１５の様に、制御部１５ｃは、表示部１３の
軸Ｑ１０回りの姿勢が変更されない様に、駆動部１５ｂを制御する。なお、表示部１３の
軸Ｑ１０回りの姿勢は、初期的には鑑賞者の方向を向いているものとする。
【０１８１】
　他方、上記の検出の結果、図１５の矢印Ｒ１の様に、鑑賞者の顔Ｐが軸Ｑ３回りに例え
ば右回りに角度ψ振れた場合は、図１５の矢印Ｒ２の様に、制御部１５ｃＦは、表示部１
３が軸Ｑ１０回りに鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ１０回りの振れと同じ回転方向（ここでは右回り
）に角度ψ振れる様に、駆動部１５ｂを制御する。
【０１８２】
　この様に、制御部１５ｃＦは、駆動部１５ｂを介して、表示部１３の軸Ｑ１０回りの姿
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勢（従って映像の軸Ｑ１０回りの姿勢）を、鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ３回りの振れと同じ角度
および同じ回転方向に振る。よって、表示部１３に表示される映像の軸Ｑ１０回りの姿勢
は、常に、鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ３回りの姿勢と一致する。これにより、鑑賞者は、顔を軸
Ｑ１０回りに振っても、常に、映像を鑑賞者から見て振れていない状態で鑑賞できる。
【０１８３】
　（変形例３）
　この変形例は、実施の形態２の変形例である。
【０１８４】
　実施の形態２では、表示部１３の軸Ｑ７（図１３（ｂ）参照）回りの姿勢は、鑑賞者の
顔Ｐの軸Ｑ１回りの傾きと同じ角度、回転されるが、この変形例では、表示部１３の軸Ｑ
７回りの姿勢は、鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ１回りの姿勢の変化速度が速いほど大きく回転され
る。
【０１８５】
　この変形例は、実施の形態２と比べて、制御部１５ｃが以下の様に異なる以外は、同様
に構成される。以下、図１２に基づいて説明する。
【０１８６】
　この変形例の制御部１５ｃＧは、姿勢信号受信部１１が受信した姿勢信号Ｓ１に基づい
て、メガネ２０の前後方向に沿った軸Ｑ１（図３参照）回りの姿勢の変化速度を求め、そ
の変化速度が大きいほど、表示部１３の軸Ｑ７（図１３（ｂ）参照）回りの姿勢を大きく
変更する。
【０１８７】
　これにより、鑑賞者の顔Ｐが軸Ｑ１周りに速く傾くほど、表示部１３の姿勢（従って映
像Ｄの姿勢）は軸Ｑ７回りに大きく傾けられるので、映像の臨場感を向上させることがで
きる。
【０１８８】
　なお、この変形例では、表示部１３の軸Ｑ７回りの姿勢は、鑑賞者の顔Ｐの軸Ｑ１回り
の傾きの角度と同じ角度回転されるとは限らない。
【０１８９】
　なお、この変形例は、実施の形態２に適用されたが、実施の形態２の他の変形例（例え
ば変形例１・２）に適用されてもよい。
【０１９０】
　〔実施の形態３〕
　実施の形態１は、メガネ２０を１個だけ備えるものであるが、本実施の形態では、メガ
ネを複数個備えるものである。
【０１９１】
　即ち、本実施の形態では、複数の鑑賞者はそれぞれ、メガネを装着した状態で表示部に
表示される映像を同時に鑑賞するが、その際、手動操作により選択されたメガネを装着す
る鑑賞者が顔を傾けると、その傾きに応じて表示装置に表示される映像の姿勢が変更され
る。
【０１９２】
　以下では、図１６に基づいて、実施の形態１と同じ構成要素には同じ符号を付して説明
を省略し、実施の形態１と異なる構成要素について説明する。
【０１９３】
　本実施の形態に係る表示制御システム１Ｊは、図１６の様に、映像を表示する表示装置
１０と、鑑賞者が装着可能な複数のメガネ２０Ｊとを備えている。以下では、説明便宜上
、メガネ２０Ｊを３個備える場合で説明するが、３個に限定するものではない。
【０１９４】
　（メガネの構成）
　メガネ２０Ｊは、実施の形態１のメガネ２０（図１参照）において、選択部３０（選択
手段）を更に備えている。選択部３０は、表示装置１０の表示部１３に表示される映像の
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姿勢を変化させる対象となるメガネを選択する機能を有する。選択部３０は、例えば鑑賞
者が選択のＯＮ／ＯＦＦを制御できるスイッチとして、操作部２５の一部としてメガネ２
０Ｊに備えられていることが望ましい。
【０１９５】
　鑑賞者は自身の姿勢に基づいた映像を表示部１３に表示したいときに、選択部３０をＯ
Ｎにする。選択部３０がＯＮになったメガネ２０Ｊは、姿勢検出部２２により姿勢検出を
行い、姿勢信号Ｓ１を姿勢信号出力部２４を介して表示装置１０に送信する。表示装置１
０は、受信した姿勢信号Ｓ１に基づき、実施の形態１及びその変形例１から５または実施
の形態２及びその変形例１から３に示された制御に基づき映像の姿勢を変化させる。
【０１９６】
　映像の姿勢を変化させる対象として選択されるメガネ（以下、本実施の形態３において
は「選択される」と表現する）は１つまたは０であり、０の場合は、表示部１３に表示さ
れる映像の姿勢は変化しない。
【０１９７】
　また、２以上のメガネ２０Ｊの選択部３０がＯＮとなる状態を防止するために、複数の
メガネ２０Ｊが、お互いの選択部３０の状態を常に監視しておき、最後に選択部３０がＯ
Ｎとなったメガネ２０Ｊ以外の選択部３０はＯＦＦになるよう制御してもよい。
【０１９８】
　この場合は、各メガネ２０Ｊはそれぞれ、他のメガネ２０Ｊとの間で、当該メガネ２０
Ｊの選択部３０のＯＮ／ＯＦＦ状態を送受信する送受信部を備える。そして、上記送受信
部の受信信号に基づいて、各メガネ２０Ｊの選択部３０は、他のメガネ２０Ｊの選択部３
０のＯＮ／ＯＦＦ状態を監視し、その監視に基づいて上記の制御を行う。
【０１９９】
　または、姿勢信号受信部１１において受信される複数のメガネ２０Ｊからの姿勢信号Ｓ
１の中から、最後に受信が開始された信号Ｓ１のみを姿勢変更部１２に送信してもよい。
【０２００】
　（変形例１）
　この変形例１は、実施の形態３の変形例である。
【０２０１】
　実施の形態３では、選択部３０がメガネ２０に備えられていたが、この変形例では、表
示装置に選択部が備えられており、映像の選択は表示装置の内部で行われる。
【０２０２】
　以下、図１７に基づいて、この変形例に係る表示制御システム１Ｋについて説明する。
以下では、実施の形態１－３と同じ構成要素には同じ符号を付して説明を省略し、実施の
形態１－３と異なる構成要素を中心について説明する。
【０２０３】
　（メガネの構成）
　この変形例では、各メガネ２０は、図１７の様に、実施の形態１のメガネ２０と同じ構
成である。
【０２０４】
　（表示装置の構成）
　この変形例では、表示装置１０Ｋは、図１７の様に、実施の形態３の表示装置１０にお
いて、選択部３０（選択手段）を更に備えた構成をしている。例えば、鑑賞者は図示しな
いリモコン等の操作により、複数のメガネ２０の中から、映像の姿勢変更に用いられるメ
ガネを選択し、選択部３０に選択情報を入力する。選択部３０は、選択情報を姿勢信号受
信部１１Ｋに送信する。
【０２０５】
　この変形例では、姿勢信号受信部１１Ｋは、複数のメガネ２０からの姿勢信号Ｓ１の中
で、選択情報により示されたメガネの姿勢信号Ｓ１のみを姿勢変更部１２に送信する。そ
して、姿勢変更部１２により、映像の姿勢変更動作が行われる。
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【０２０６】
　〔実施の形態４〕
　実施の形態１は、メガネ２０を１個だけ備えるものであるが、本実施の形態では、メガ
ネを複数個備えるものである。
【０２０７】
　即ち、本実施の形態では、複数の鑑賞者はそれぞれ、メガネを装着した状態で表示部に
表示される映像を同時に鑑賞するが、その際、例えば１人の鑑賞者が顔を傾けると、その
鑑賞者が見る映像の姿勢だけがその傾きに応じて変更される。
【０２０８】
　以下では、図１８に基づいて、実施の形態１と同じ構成要素には同じ符号を付して説明
を省略し、実施の形態１と異なる構成要素について説明する。
【０２０９】
　本実施の形態に係る表示制御システム１Ｈは、図１８の様に、映像を表示する表示装置
１０Ｈと、鑑賞者が装着可能な複数のメガネ２０Ｈとを備えている。以下では、説明便宜
上、メガネ２０Ｈを３個備える場合で説明するが、３個に限定するものではない。
【０２１０】
　（メガネの構成）
　メガネ２０Ｈは、実施の形態１のメガネ２０（図１参照）において、液晶シャッター２
７（開閉手段）と、切替信号受信部２８（第２受信手段）と、シャッター制御部２９（第
２制御手段）とを更に備えたものである。
【０２１１】
　液晶シャッター２７は、メガネ２０Ｈの視界を開閉するものであり、左目用液晶シャッ
ター２７Ｌと、右目用液晶シャッター２７Ｒとを備えている。
【０２１２】
　左目用液晶シャッター２７Ｌは、メガネ２０Ｈのフレーム部２１ａの左目用開口部２１
ｃＬ（図２参照）に配設されており、その透過状態／遮光状態の切り替わりに応じて、左
目用開口部２１ｃＬの視界の開／閉を切り替える。右目用液晶シャッター２７Ｒは、メガ
ネ２０Ｈのフレーム部２１ａの右目用開口部２１ｃＲ（図２参照）に配設されており、そ
の透過状態／遮光状態の切り替わりに応じて、左目用開口部２１ｃＬの視界の開／閉を切
り替える。
【０２１３】
　切替信号受信部２８は、表示装置１０Ｈの後述の切替信号出力部２３から出力された切
替信号Ｓ３を受信するものである。
【０２１４】
　なお、切替信号受信部２８は、表示装置１０Ｈの切替信号出力部２３と配線を介して接
続されており、当該配線を介して切替信号出力部２３から出力される切替信号Ｓ３を受信
する。
【０２１５】
　なお、本実施の形態では、表示装置１０Ｈの切替信号出力部２３と各メガネ２０Ｈの切
替信号受信部２８とは、配線を介して有線接続されるが、光信号または赤外線信号等を用
いた無線通信により接続しても構わない。
【０２１６】
　シャッター制御部２９は、切替信号受信部２８が受信した切替信号Ｓ３に基づいて、液
晶シャッター２７の透光状態／遮光状態を切り替えるものである。
【０２１７】
　より詳細には、シャッター制御部２９は、液晶シャッター２７を透光状態に切り替える
ときは、左目用液晶シャッター２７Ｌおよび右目用液晶シャッター２７Ｒの両方を透光状
態に切り替える。また、シャッター制御部２９は、液晶シャッター２７を遮光状態に切り
替えるときは、左目用液晶シャッター２７Ｌおよび右目用液晶シャッター２７Ｒの両方を
遮光状態に切り替える。
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【０２１８】
　これにより、表示部１３に表示される映像を、鑑賞者に対し、液晶シャッター２７の透
過状態／遮光状態の切り替わりに応じて時分割的に視認させることができる。
【０２１９】
　（表示装置の構成）
　表示装置１０Ｈは、実施の形態１の表示装置１０（図１参照）において、変化数検出部
１８（変化数検出手段）と、時分割部１９（時分割手段）と、対応付部１６（対応付手段
）と、切替信号出力部２３（第２出力手段）と、切替信号出力制御部２６（切替信号生成
手段）とを更に備えたものである。
【０２２０】
　本実施の形態の姿勢信号受信部１１は、各メガネ２０Ｈの姿勢信号出力部２４と配線を
介して接続されており、当該配線を介して、各メガネ２０Ｈの姿勢信号出力部２４から出
力された姿勢信号Ｓ１を受信する。
【０２２１】
　なお、本実施の形態では、姿勢信号受信部１１と各メガネ２０Ｈの姿勢信号出力部２４
とは、配線を介して有線接続されるが、光信号または赤外線信号等を用いた無線通信によ
り接続しても構わない。
【０２２２】
　変化数検出部１８は、姿勢信号受信部１１が各メガネ２０Ｈの姿勢信号出力部２４から
受信した各姿勢信号Ｓ１に基づいて、全てのメガネ２０Ｈのうち、姿勢が変化しているメ
ガネ２０Ｈの数を検出するものである。ここでは、変化数検出部１８は、上記の姿勢が変
化しているメガネ２０Ｈとして、図３（ｂ）の様に、軸Ｑ１回りに傾いているメガネ２０
Ｈの数を検出する。
【０２２３】
　時分割部１９は、変化数検出部１８の検出結果が１個以上の場合に、映像出力制御部１
７を制御して、表示部１３に表示される映像の各コマをそれぞれ複数のサブコマに時分割
するものである。また、対応付部１６は、姿勢信号受信部１１が各メガネ２０Ｈから受信
した姿勢信号Ｓ１に基づいて、姿勢が変化しているメガネ２０Ｈを特定し、姿勢が変化し
ているメガネ２０Ｈの各々が上記複数のサブコマのうちの異なるサブコマに対応する様に
、全てのメガネ２０Ｈを上記複数のサブコマに対応付けるものである。
【０２２４】
　より詳細には、時分割部１９は、変化数検出部１８の検出結果が１個よりも多く且つメ
ガネ２０Ｈの総数（即ち３つ）未満の数（第１の数）である場合は、表示部１３に表示さ
れる映像の各コマを上記数（第１の数）よりも１つ多い数（第２の数）のサブコマに時分
割する。この場合、対応付部１６は、姿勢が変化していない各メガネ２０Ｈを上記第２の
数のサブコマのうちの共通の一のサブコマに対応させ、姿勢が変化している各メガネを上
記第２の数のサブコマのうちの残りのサブコマに１対１に対応させる。
【０２２５】
　また、時分割部１９は、変化数検出部１８の検出結果がメガネ２０Ｈの総数（３個）と
同数である場合は、表示部１３に表示される映像の各コマをそれぞれメガネ２０Ｈの総数
（即ち３個）と同数（即ち３個）のサブコマに時分割する。この場合、対応付部１６は、
姿勢が変化している３個のメガネ２０Ｈと３個のサブコマとを１対１に対応させる。
【０２２６】
　また、時分割部１９は、変化数検出部１８の検出結果が０個である場合は、表示部１３
に表示される映像の各コマをサブコマに時分割しない。この場合、対応付部１６は、各コ
マに全てのメガネ２０Ｈを対応させる。
【０２２７】
　姿勢変更部１２は、映像出力制御部１７を制御して、姿勢が変化しているメガネ２０Ｈ
に対応付けられたサブコマに映る映像の姿勢を、実施の形態１の場合と同様に、姿勢信号
受信部１１が受信した当該メガネ２０Ｈからの姿勢信号Ｓ１に基づいて変更する。これに
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より、姿勢が変化しているメガネ２０Ｈに対応付けられたサブコマに映る映像の姿勢が、
図４（ｂ）の映像Ｄ’の様に中心Ｔ回りに傾けられる。なお、姿勢変更部１２は、姿勢が
変化していないメガネ２０Ｈに対応付けられたサブコマに映る映像の姿勢は、図４（ａ）
の映像Ｄの様に傾けない。
【０２２８】
　映像出力制御部１７は、外部から映像信号Ｓ２を入力しその映像信号Ｓ２の各コマを順
に表示部１３に表示すると共に、それら各コマの表示タイミングを示す同期信号Ｓ４を切
替信号出力制御部２６に出力する。
【０２２９】
　また、映像出力制御部１７は、時分割部１９が各コマを複数のサブコマに時分割した場
合は、各サブコマを順に表示部１３に表示すると共に、それら各サブコマの表示タイミン
グを示す同期信号Ｓ４を切替信号出力制御部２６に出力する。
【０２３０】
　また、映像出力制御部１７は、上述の様に、姿勢変更部１２の制御に応じて、サブコマ
に映る映像の軸Ｔ回りの姿勢を、そのサブコマに対応付けられたメガネ２０Ｈの軸Ｑ１回
りの傾きに基づいて、画像処理により変更する。
【０２３１】
　切替信号出力制御部２６は、対応付部１６の対応付けと、映像出力制御部１７からの同
期信号Ｓ４とに基づいて、表示部１３に表示されたサブコマに対応付けられたメガネ２０
Ｈの視界だけが開かれる様に、各メガネ２０Ｈ用の切替信号Ｓ３を生成する。
【０２３２】
　切替信号出力部２３は、切替信号出力制御部２６が生成した各メガネ２０Ｈ用の切替信
号Ｓ３をそれぞれ、各メガネ２０Ｈの切替信号受信部２８に出力する。
【０２３３】
　（動作説明）
　以下では、図１４、図１８および図１９に基づいて、表示装置１０Ｈの要部の動作を中
心に動作説明を行う。なお、以下では、説明便宜上、３個のメガネ２０Ｈをそれぞれ各メ
ガネ２０Ｈａ・２０Ｈｂ・２０Ｈｃと区別する。
【０２３４】
　図１９は、各メガネ２０Ｈａ・２０Ｈｂ・２０Ｈｃと各サブコマＳＫ１・ＳＫ２・ＳＫ
３との対応関係、および各サブコマＳＫ１・ＳＫ２・ＳＫ３の表示期間中の各メガネ２０
Ｈａ・２０Ｈｂ・２０Ｈｃの開閉状態を説明する図である。
【０２３５】
　図１９中の「Open」はメガネの視界の開状態を示し、「Close」はメガネの視界の閉状
態を示す。また図１９中の（対応）は、その（対応）の最左欄の記載中のメガネ（２０Ｈ
ａ、２０Ｈｂまたは２０Ｈｃ）と、その（対応）の最上段のコマＫまたはサブコマ（ＳＫ
１、ＳＫ２またはＳＫ３）とが対応付けられていることを示し、（非対応）は、同様に、
対応付けられていないことを示す。
【０２３６】
　変化数検出部１８の検出結果が０個の場合（即ち、各メガネ２０Ｈａ・２０Ｈｂ・２０
Ｈｃは軸Ｑ１回りに傾いていない場合）は、図１９（Ａ）の様に、時分割部１９は、映像
の各コマＫを時分割せず、映像出力制御部１７は、各コマＫを１つずつ順に表示部１３に
表示し、対応付部１６は、各コマＫに全てのメガネ２０Ｈａ・２０Ｈｂ・２０Ｈｃを対応
付けし、切替信号出力制御部２６は、図１９（Ａ）の様に、各メガネ２０Ｈａ・２０Ｈｂ
・２０Ｈｃが各コマＫの表示期間中に開状態となる様に、各メガネ２０Ｈａ・２０Ｈｂ・
２０Ｈｃ用の切替信号Ｓ３を生成して切替信号出力部２３から出力する。
【０２３７】
　これにより、表示部１３に表示された各コマＫの映像は、各メガネ２０Ｈａ・２０Ｈｂ
・２０Ｈｃを装着した全ての鑑賞者に視認される。この場合、全てのメガネ２０Ｈａ・２
０Ｈｂ・２０Ｈｃの姿勢（従って鑑賞者の顔）は傾いていないので、表示部１３に表示さ
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れた各コマＫの映像の姿勢は、姿勢変更部１２により変更されていない（よって各鑑賞者
の見る映像は、傾いていない）。即ち、全ての鑑賞者の顔が傾いていない場合は、全ての
鑑賞者は、表示部１３に表示される同じコマＫの映像を視認する。
【０２３８】
　また、変化数検出部１８の検出結果が１個の場合（例えばメガネ２０Ｈａだけ軸Ｑ１回
りに傾き、他のメガネ２０Ｈｂ・２０Ｈｃは軸Ｑ１回りに傾いていない場合）は、図１９
（Ｂ）の様に、時分割部１９は、映像の各コマＫを上記１個よりも１個多い２個のサブコ
マＳＫ１・ＳＫ２に時分割する。また対応付部１６は、傾いていない各メガネ２０Ｈｂ・
２０Ｈｃを共通の一のサブコマ（例えばＳＫ２）に対応付けし、傾いているメガネ２０Ｈ
ａをサブコマＳＫ１に対応付ける。
【０２３９】
　また、この場合、姿勢変更部１２は、傾いたメガネ２０Ｈａに対応付けられたサブコマ
ＳＫ１の映像の軸Ｔ回りの姿勢を当該メガネ２０Ｈａの軸Ｑ１回りの傾きに基づいて変更
し、傾いていないメガネ２０Ｈｂ・２０Ｈｃに対応付けられたサブコマＳＫ２の映像の姿
勢は変更しない。また映像出力制御部１７は、各コマＫを表示部１３に表示する際、各コ
マＫの各サブコマＳＫ１・ＳＫ２をこの順に１つずつ表示部１３に表示する（なお、サブ
コマＳＫ１の映像の姿勢は姿勢変更部１２により上述の様に変更されており、サブコマＳ
Ｋ２の映像の姿勢は変更されていない）。これにより、サブコマＳＫ１が表示されたとき
は、映像の姿勢はメガネ２０Ｈａの軸Ｑ１回りの傾きに応じて軸Ｔ回りに傾いており、サ
ブコマＳＫ２が表示されたときは、映像の姿勢は傾いていない。
【０２４０】
　また、この場合、切替信号出力制御部２６は、図１９（Ｂ）の様に、サブコマＳＫ１の
表示期間中は、サブコマＳＫ１に対応付けられたメガネ２０Ｈａだけが開状態となり、サ
ブコマＳＫ１に対応付けられていない各メガネ２０Ｈｂ・２０Ｈｃは閉状態となり、また
サブコマＳＫ２の表示期間中は、サブコマＳＫ２に対応付けられていないメガネ２０Ｈａ
は閉状態となり、サブコマＳＫ２に対応付けられた各メガネ２０Ｈｂ・２０Ｈｃだけ開状
態となる様に、各メガネ２０Ｈａ・２０Ｈｂ・２０Ｈｃ用の切替信号Ｓ３を生成して切替
信号出力部２３から出力する。
【０２４１】
　これにより、メガネ２０Ｈａを装着した鑑賞者（即ち、顔が軸Ｑ１回りに傾いた鑑賞者
）が見る表示部１３の映像は、図４（ｂ）の様に、当該鑑賞者の顔の軸Ｑ１回りの傾き（
即ちメガネ２０Ｈａの軸Ｑ１回りの傾き）に応じて軸Ｔ回りに傾いており、メガネ２０Ｈ
ｂ・２０７Ｅｃを装着した各鑑賞者（即ち、顔が軸Ｑ１回りに傾いていない鑑賞者）が見
る表示部１３の映像は、図４（ｂ）の様に、傾いていない。
【０２４２】
　また、変化数検出部１８の検出結果が２個の場合（例えばメガネ２０Ｈａ・２０Ｈｂだ
け軸Ｑ１回りに傾き、メガネ２０２０Ｈｃは軸Ｑ１回りに傾いていない場合）は、時分割
部１９は、図１９（Ｃ）の様に、映像の各コマＫを上記２個よりも１個多い３個のサブコ
マＳＫ１・ＳＫ２・ＳＫ３に時分割する。また、対応付部１６は、傾いていないメガネ２
０Ｈｃをサブコマ（例えばＳＫ３）に対応付けし、傾いている各メガネ２０Ｈａ・２０Ｅ
ｂを各サブコマＳＫ１・ＳＫ２に１対１に対応付ける。また姿勢変更部１２は、傾いたメ
ガネ２０Ｈａに対応付けられたサブコマＳＫ１の映像の軸Ｔ回りの姿勢を当該メガネ２０
Ｈａの軸Ｑ１回りの傾きに基づいて変更し、傾いたメガネ２０Ｈｂに対応付けられたサブ
コマＳＫ２の映像の軸Ｔ回りの姿勢を当該メガネ２０Ｈｂの軸Ｑ１回りの傾きに基づいて
変更し、傾いていないメガネ２０Ｈｃに対応付けられたサブコマＳＫ３の映像の姿勢は変
更しない。
【０２４３】
　また、この場合、映像出力制御部１７は、各コマＫを表示部１３に表示する際、各コマ
Ｋの各サブコマＳＫ１・ＳＫ２・ＳＫ３をこの順に１つずつ表示部１３に表示する（なお
、サブコマＳＫ１・ＳＫ２の映像の姿勢は姿勢変更部１２により上述の様に変更されてお
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り、サブコマＳＫ３の映像の姿勢は変更されていない）。これにより、サブコマＳＫ１が
表示されたときは、映像の姿勢はメガネ２０Ｈａの軸Ｑ１回りの傾きに応じて軸Ｔ回りに
傾いており、サブコマＳＫ２が表示されたときは、映像の姿勢はメガネ２０Ｈｂの軸Ｑ１
回りの傾きに応じて軸Ｔ回りに傾いており、サブコマＳＫ３が表示されたときは、映像の
姿勢は傾いていない。
【０２４４】
　また、この場合、切替信号出力制御部２６は、図１９（Ｃ）の様に、サブコマＳＫ１の
表示期間中は、サブコマＳＫ１に対応付けられたメガネ２０Ｈａだけが開状態となり、サ
ブコマＳＫ１に対応付けされていない各メガネ２０Ｈｂ・２０Ｈｃは閉状態となり、また
サブコマＳＫ２の表示期間中は、サブコマＳＫ２に対応付けられたメガネ２０Ｈｂは開状
態となり、サブコマＳＫ２に対応付けされていない各メガネ２０Ｈａ・２０Ｈｃは閉状態
となり、またサブコマＳＫ３の表示期間中は、サブコマＳＫ３に対応付けされたメガネ２
０Ｈｃだけ開状態となり、サブコマＳＫ３に対応付けされていない各メガネ２０Ｈａ・２
０Ｈｂは閉状態となる様に、各メガネ２０Ｈａ・２０Ｈｂ・２０Ｈｃ用の切替信号Ｓ３を
生成して切替信号出力部２３から出力する。
【０２４５】
　これにより、メガネ２０Ｈａを装着した鑑賞者（即ち、顔が軸Ｑ１回りに傾いた鑑賞者
）が見る表示部１３の映像は、当該鑑賞者の顔の軸Ｑ１回りの傾き（即ちメガネ２０Ｈａ
の軸Ｑ１回りの傾き）に応じて軸Ｔ回り傾いており、メガネ２０Ｈｂを装着した鑑賞者（
即ち、顔が軸Ｑ１回りに傾いた鑑賞者）が見る表示部１３の映像は、当該鑑賞者の顔の軸
Ｑ１回りの傾き（即ちメガネ２０Ｈａの軸Ｑ１回りの傾き）に応じて軸Ｔ回りに傾いてお
り、メガネ２０Ｈｃを装着した各鑑賞者（即ち、顔が軸Ｑ１回りに傾いていない鑑賞者）
が見る表示部１３の映像は、傾いていない。
【０２４６】
　また、変化数検出部１８の検出結果が３個の場合（即ち全てのメガネ２０Ｈａ・２０Ｈ
ｂ・２０Ｈｃが軸Ｑ１回りに傾いている場合）は、図１９（Ｄ）の様に、時分割部１９は
、映像の各コマＫを３個のサブコマＳＫ１・ＳＫ２・ＳＫ３に時分割する。また対応付部
１６は、各メガネ２０Ｈａ・２０Ｈｂ・２０Ｈｃを各サブコマＳＫ１・ＳＫ２・ＳＫ３１
対１に対応付ける。また姿勢変更部１２は、各メガネ２０Ｈａ・２０Ｈｂ・２０Ｈｃに対
応付けられた各サブコマＳＫ１・ＳＫ２・ＳＫ３の映像の軸Ｔ回りの姿勢をそれぞれ、対
応付けられたメガネ２０Ｈａ・２０Ｈｂ・２０Ｈｃの軸Ｑ１回りの傾きに基づいて変更す
る。
【０２４７】
　また、この場合、映像出力制御部１７は、各コマＫを表示部１３に表示する際、各コマ
Ｋの各サブコマＳＫ１・ＳＫ２・ＳＫ３をこの順に１つずつ表示部１３に表示する（なお
、各サブコマＳＫ１・ＳＫ２・ＳＫ３の映像の姿勢は姿勢変更部１２により上述の様に変
更されている）。これにより、サブコマＳＫ１が表示されたときは、映像の姿勢はメガネ
２０Ｈａの軸Ｑ１回りの傾きに応じて軸Ｔ回りに傾いており、サブコマＳＫ２が表示され
たときは、映像の姿勢はメガネ２０Ｈｂの軸Ｑ１回りの傾きに応じて軸Ｔ回りに傾いてお
り、サブコマＳＫ３が表示されたときは、映像の姿勢はサブコマＳＫ３の軸Ｑ１回りの傾
きに応じて軸Ｔ回りに傾いている。
【０２４８】
　また、この場合、切替信号出力制御部２６は、図１９（Ｃ）の様に、サブコマＳＫ１の
表示期間中は、サブコマＳＫ１に対応付けられたメガネ２０Ｈａだけが開状態となり、サ
ブコマＳＫ１に対応付けられていない各メガネ２０Ｈｂ・２０Ｈｃは閉状態となり、また
、サブコマＳＫ２の表示期間中は、サブコマＳＫ２に対応付けられたメガネ２０Ｈｂは開
状態となり、サブコマＳＫ２に対応付けられていない各メガネ２０Ｈａ・２０Ｈｃは閉状
態となり、また、サブコマＳＫ３の表示期間中は、サブコマＳＫ３に対応付けられたメガ
ネ２０Ｈｃだけ開状態となり、サブコマＳＫ３に対応付けられていない各メガネ２０Ｈａ
・２０Ｈｂは閉状態となる様に、各メガネ２０Ｈａ・２０Ｈｂ・２０Ｈｃ用の切替信号Ｓ
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３を生成して切替信号出力部２３から出力する。
【０２４９】
　これにより、メガネ２０Ｈａを装着した鑑賞者（即ち、顔が軸Ｑ１回りに傾いた鑑賞者
）が見る表示部１３の映像は、当該鑑賞者の顔の軸Ｑ１回りの傾き（即ちメガネ２０Ｈａ
の軸Ｑ１回りの傾き）に応じて軸Ｔ回りに傾いており、メガネ２０Ｈｂを装着した鑑賞者
（即ち、顔が軸Ｑ１回りに傾いた鑑賞者）が見る表示部１３の映像は、当該顔の軸Ｑ１回
りの傾き（即ちメガネ２０Ｈａの軸Ｑ１回りの傾き）に応じて軸Ｔ回りに傾いており、メ
ガネ２０Ｈｃを装着した各鑑賞者（即ち、顔が軸Ｑ１回りに傾いている鑑賞者）が見る表
示部１３の映像は、当該顔の軸Ｑ１回りの傾き（即ちメガネ２０Ｈａの傾き）に応じて軸
Ｔ回りに傾いている。
【０２５０】
　以上の様に、本実施の形態によれば、複数のメガネ２０Ｈを備え、変化数検出部１８に
より、傾いているメガネ２０Ｈの数が検出され、時分割部１９により、表示部１３に表示
される映像の各コマＫが、変化数検出部１８の検出結果に応じて複数のサブコマに時分割
され、対応付部１６により、傾いている各メガネ２０Ｈが異なるサブコマに対応付けられ
る様に各メガネ２０Ｈと上記複数のサブコマとが対応付けられ、切替信号出力制御部２６
により、表示部１３に表示されたサブコマに対応付けられたメガネ２０Ｈの視界だけが開
かれる様に、各メガネ２０Ｈ毎に切替信号Ｓ３が生成され、それら各切替信号Ｓ３により
各メガネ２０Ｈの視界の開閉が切替制御される。
【０２５１】
　これにより、各メガネ２０Ｈを装着した鑑賞者はそれぞれ、表示部１３に表示される映
像のうち、装着したメガネ２０Ｈに対応付けられたサブコマに映る映像だけを視認する。
また実施の形態１と同様に、各鑑賞者の見るサブコマに映る映像の姿勢は、当該鑑賞者が
装着するメガネ２０Ｈの傾き（即ち当該鑑賞者の顔の傾き）に応じて変更される。
【０２５２】
　よって、メガネ２０Ｈを装着した複数の鑑賞者のうちの例えば１人の鑑賞者の顔が傾い
た場合、その鑑賞者が見る映像の姿勢だけをその傾きに応じて変更することができる。
【０２５３】
　なお、本実施の形態では、時分割部１９は、映像出力制御部１７を介して間接的に映像
の各コマを複数のサブコマに時分割する場合で説明したが、時分割部１９が、映像出力制
御部１７から表示部１３に出力される画像信号に対して直接に時分割処理を行うことで、
映像の各コマを複数のサブコマに時分割してもよい。この場合、上記サブコマの表示タイ
ミングに関する同期信号Ｓ４は、映像出力制御部１７の代わりに時分割部１９が生成して
切替信号出力制御部２６に出力してもよい。
【０２５４】
　また、姿勢変更部１２は、映像出力制御部１７を制御することで間接的に映像の姿勢を
画像処理によって変更する場合で説明したが、姿勢変更部１２が、映像出力制御部１７か
ら表示部１３に出力される画像信号に対して直接に画像処理することで、映像の姿勢を変
更してもよい。また時分割部１９が上述の様に直接に映像の各コマを複数のサブコマに時
分割する場合は、時分割部１９が時分割したサブコマに対して直接に画像処理することで
、映像の姿勢を変更してもよい。
【０２５５】
　（変形例１）
　実施の形態４の液晶シャッター２７の切替方法については、上記の方法は一例であり、
他の方法を用いて切替の制御を行ってもよい。他の方法の一例を以下に述べる。
【０２５６】
　以下では、表示装置１０Ｈで、実施の形態４の様に映像の各コマが複数のサブコマに時
分割された場合に、鑑賞者の手動操作により、鑑賞者の装着するメガネで鑑賞できるサブ
コマの映像を任意に選択できる様にした場合を例に挙げて説明する。以下では、図１８を
参照して説明する。
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【０２５７】
　実施の形態４では、切替信号出力制御部２６は、各メガネ２０Ｈ毎の切替信号Ｓ３を生
成するが、この変形例では、切替信号出力制御部２６（切替信号生成手段）は、各メガネ
２０Ｈに共通の同期信号（即ち、各サブコマが表示部１３に表示されるタイミングを示す
同期信号）を切替信号Ｓ３として生成する。つまり、１種類の同期信号の中にすべてのサ
ブコマが表示されるタイミングが示されている。そして、その同期信号は、切替信号出力
部２３（第２出力手段）から切替信号Ｓ３として各メガネ２０Ｈに出力される。以後、同
期信号Ｓ３とも呼ぶ。
【０２５８】
　また、この変形例では、各メガネ２０Ｈは、複数のサブコマの中で、何番目のサブコマ
に同期するかを選択できる同期選択手段（換言すれば、何番目のサブコマに切替えるかを
選択する切替選択手段）（図示省略）が操作部２５の一部として備えられている。鑑賞者
は、上記同期選択手段を操作することにより、視聴するサブコマの番号を選択することが
可能になる。
【０２５９】
　具体的に述べると、表示装置１０Ｈにおいて、実施の形態４の様に、時分割前に６０Ｈ
ｚで表示されていた映像のコマが３つに時分割されると、各コマの表示タイミングは１８
０Ｈｚとなり、４つに時分割されると２４０Ｈｚとなる。各メガネ２０Ｈが、他のメガネ
２０Ｈの選択状況を認識していなくても、例えばシャッター制御部２９（第２制御手段）
により、上述の同期信号Ｓ３の周波数からサブコマの分割数の情報を得ることが可能にな
る。３分割されている場合、３つのうちどのサブコマにシャッター２７を同期させるかを
上記同期選択手段により選択し、その選択したサブコマの映像だけ当該メガネ２０Ｈで視
聴できるように、シャッター制御部２９により液晶シャッター２７の開閉を制御すること
で、希望のサブコマの映像を鑑賞することが可能になる。この場合、対応付部１６の動作
を鑑賞者自身が行うことになる。
【０２６０】
　上述のような切替の制御を行う場合、表示装置１０Ｈから各メガネ２０Ｈに送信する切
替信号Ｓ３は１種類でよいため、切替信号出力制御部２６の構成が簡単になる。
【０２６１】
　（変形例２）
　この変形例２は、実施の形態４の変形例である。即ち、実施の形態４では、映像の姿勢
を変化させる対象となるメガネ２０Ｈは、姿勢が傾いたメガネに応じて自動的に選ばれた
が、この変形例では、鑑賞者の手動操作により選ばれる。
【０２６２】
　以下では、図２０に基づいて、実施の形態４と同じ構成要素には同じ符号を付して説明
を省略し、実施の形態４と異なる構成要素について説明する。
【０２６３】
　この変形例における表示装置１０Ｋは、実施の形態４の表示装置１０Ｈの変化数検出部
１８の代わりに選択数検出部３１（選択数検出手段）を有する。また、メガネ２０Ｈもし
くは表示装置１０Ｋのいずれかに選択部３０Ｋを有する。図２０では、表示装置１０Ｋに
備えられた場合が図示されている。
【０２６４】
　実施の形態４において、時分割部１９において時分割されるサブコマの数は、姿勢が変
化しているメガネ２０Ｈの数を変化数検出部１８が数えることにより決定していたが、本
変形例では、時分割部１９（時分割手段）において、選択部３０Ｋにより選択されたメガ
ネ２０Ｈの数により時分割されるサブコマの数が決定される。
【０２６５】
　選択部３０Ｋは、映像の姿勢を変化させる対象となるメガネ２０Ｈを選択するために利
用されるものであり、実施の形態３の選択部３０と同様に、例えば鑑賞者が選択のＯＮ／
ＯＦＦを制御できるスイッチとして、操作部２５の一部としてメガネ２０Ｈに備えられて
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いてもよいし、実施の形態３の変形例１の選択部３０と同様に表示装置側に備えられてい
てもよい。
【０２６６】
　この変形例では、選択されるメガネ２０Ｈの数は２以上であってもよい。選択されたメ
ガネ２０Ｈの数は、選択数検出部３１により数えられ、その数が時分割部１９に送信され
る。選択部３０Ｋがメガネ２０Ｈに備えられている場合は、選択されたかどうかを示す信
号（選択信号）は、姿勢信号Ｓ１の一部として送受信されてもよい。
【０２６７】
　選択数検出部３１により検出された選択されたメガネの数（以下、選択数と呼ぶ）がメ
ガネの総数よりも少ないときは、時分割部１９は映像の各コマを（選択数＋１）のサブコ
マに分割する。つまり、選択されたメガネ２０Ｈに対応付けられ、映像の姿勢が変化する
サブコマ（選択された数）と、姿勢が変化しない映像のサブコマ（１つ）とに分割される
。対応付部１６は、選択されたメガネ２０Ｈをそれぞれ対応するサブコマに対応付ける。
選択されていないメガネ２０Ｈについては、姿勢が変化しないサブコマに対応付けられる
。
【０２６８】
　選択数がメガネ２０Ｈの総数と一致するときは、時分割部１９は映像の各コマを選択数
と同数のサブコマに時分割する。対応付部１６は、各サブコマと各メガネ２０Ｈを１対１
に対応付ける。
【０２６９】
　この様に、映像の姿勢を変化させる対象となるメガネ２０Ｈが、選択部３０Ｋを介して
鑑賞者の手動操作により選ばれる。そして、その選ばれた各メガネ２０Ｈを装着した鑑賞
者に対してだけ、その鑑賞者の装着するメガネ２０Ｈの傾きに応じて映像が傾いて見せら
れる。なお、実施の形態４の変形例１と組み合わせて、鑑賞者の装着するメガネで鑑賞で
きるサブコマの映像を任意に選択できる様にしてもよい。
【０２７０】
　（変形例３）
　なお、実施の形態４では、実施の形態１を前提としたが、その代わりに実施の形態１の
変形例１から５またはそれらの組み合わせを前提としてもよい。
【０２７１】
　上記実施の形態１から４及びそれぞれの変形例はすべて鑑賞者の顔が１軸に沿って回転
する場合についての映像変化について述べたが、互いに直交する軸Ｑ１、軸Ｑ２、軸Ｑ３
のうち、複数の軸回りの回転が検出可能な姿勢検出部（例えば、３軸加速度センサ）を用
いることによって、上記実施の形態１から４及びそれぞれの変形例に記述された表示部１
３に表示される映像の姿勢変化を組み合わせることが可能である。例えば、メガネの姿勢
が軸Ｑ１回りに３０度、軸Ｑ２周りに２０度、軸Ｑ３周りに１０度傾いた場合、上記実施
の形態１、つまり図４に示されたθ方向に３０度、変形例４、つまり図９に示されたφ方
向に２０度、変形例６、つまり図１１に示されたψ方向に１０度傾いた映像が表示されて
もよい。
【０２７２】
　〔傾き量の検出方法〕
　上述したように、姿勢検出部２２は、加速度センサやジャイロセンサを用いることがで
きる。ここでは、この加速度センサを用いた場合におけるメガネ２０の姿勢（傾き量）の
検出方法について説明する。
【０２７３】
　図２１は、加速度センサを用いた傾き量の検出方法を説明するための模式図であり、（
ａ）は、座標系を示し、（ｂ）から（ｄ）はそれぞれ、１軸加速度センサを用いた場合に
おける、基本姿勢、ｙ軸に沿った回転（Ｑ１軸に沿った回転）、ｘ軸に沿った回転（Ｑ２
軸に沿った回転）の状態を示し、（ｅ）から（ｇ）はそれぞれ、２軸加速度センサを用い
た場合における、基本姿勢、ｙ軸に沿った回転（Ｑ１軸に沿った回転）、ｘ軸に沿った回
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転（Ｑ２軸に沿った回転）の状態を示すものである。
【０２７４】
　図２１（ａ）に示すように、メガネ２０には、加速度センサである姿勢検出部２２が設
けられている。例えば、１軸加速度センサであれば、図２１に示すように、鑑賞者が基本
姿勢をとった場合、ｚ方向の加速度４２は１Ｇ４１となる。このことから、鑑賞者の顔が
傾いていないことがわかる。
【０２７５】
　図２１（ｃ）に示すように、ｙ軸回転（Ｑ１軸回転）が起こった場合、ｚ方向の加速度
４３は１Ｇ×ｃｏｓθとなり、１Ｇ４１との大小比較により、鑑賞者の顔が傾いているこ
とがわかる。
【０２７６】
　図２１（ｄ）に示すように、ｘ軸回転（Ｑ２軸回転）が起こった場合も、ｚ方向の加速
度４４は１Ｇ×ｃｏｓφとなり、１Ｇ４１との大小比較により、鑑賞者の顔が傾いている
ことがわかる。
【０２７７】
　次に、２軸加速度センサであれば、図２１（ｅ）に示すように、鑑賞者が基本姿勢をと
った場合、ｘ方向の加速度は０Ｇ、ｚ方向の加速度４５は１Ｇ４１となる。このことから
、鑑賞者の顔が傾いていないことがわかる。
【０２７８】
　図２１（ｆ）に示すように、ｙ軸回転が起こった場合、ｘ方向の加速度４６は１Ｇ×ｓ
ｉｎθ、ｚ方向の加速度４７は１Ｇ×ｃｏｓθとなり、ｘ方向の加速度４６とｚ方向の加
速度４７との絶対値と１Ｇ４１との大小比較により、鑑賞者の顔が傾いていることがわか
る。
【０２７９】
　図２１（ｇ）に示すように、ｘ軸が起こった場合も、ｘ方向の加速度は０Ｇ、ｚ方向の
加速度４８は１Ｇ×ｃｏｓφとなり、ｘ方向の加速度とｚ方向の加速度４８との絶対値と
１Ｇとの大小比較により、鑑賞者の顔が傾いていることがわかる。
【０２８０】
　次に、３軸加速度センサであれば、ｘ方向、ｙ方向、ｚ方向それぞれの加速度が出力ｓ
されるので、重力加速度方向との比較により、鑑賞者の顔が傾いていることがわかる。
【０２８１】
　〔補足〕
　なお、本発明は、以下のようにも表現することができる。すなわち、本発明は、鑑賞者
の左右の目の視認可否を切り替える視認切替用メガネであって、上記視認切替用メガネの
傾き量を検出する傾き検出手段と、上記傾き検出手段の検出結果に基づいて傾き量信号を
出力する出力部とを備える視認切り替用メガネである。
【０２８２】
　本発明は、上記の視認切替用メガネからの傾き量信号を受信する入力手段を備え、上記
入力手段からの傾き量信号に基づいて、鑑賞者により鑑賞される映像を、鑑賞者との相対
位置を変化させた映像態様とする表示制御装置である。
【０２８３】
　上記傾きセンサが検出した傾き量は、上記鑑賞者の左右の目が並ぶ方向が水平方向から
傾く傾き量であり、上記映像表示態様は、上記鑑賞者から見たとき、上記表示装置の中心
を回転軸として回転移動させることにより、上記傾きセンサが検出した傾き量に対応した
映像態様である。
【０２８４】
　上記回転移動は、上記表示装置に表示される映像の回転移動である。
【０２８５】
　上記表示装置は、画面中心を回転軸とする画面回転動作が可能であり、上記回転移動は
、上記左目用の映像および上記右目用の映像を表示する上記画面の回転動作に基づく回転
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移動である。
【０２８６】
　最後に、メガネ２０・２０Ｈおよび表示装置１０・１０Ｈの各ブロックは、ハードウェ
アロジックによって構成してもよいし、次のようにＣＰＵを用いてソフトウェアによって
実現してもよい。
【０２８７】
　すなわち、メガネ２０・２０Ｈおよび表示装置１０・１０Ｈの各ブロックは、各機能を
実現する制御プログラムの命令を実行するＣＰＵ（central processing unit）、前記プ
ログラムを格納したＲＯＭ（read only memory）、前記プログラムを展開するＲＡＭ（ra
ndom access memory）、前記プログラムおよび各種データを格納するメモリ等の記憶装置
（記録媒体）などを備えている。そして、本発明の目的は、上述した機能を実現するソフ
トウェアであるメガネ２０・２０Ｈおよび表示装置１０・１０Ｈの各ブロックの制御プロ
グラムのプログラムコード（実行形式プログラム、中間コードプログラム、ソースプログ
ラム）をコンピュータで読み取り可能に記録した記録媒体を、メガネ２０・２０Ｈおよび
表示装置１０・１０Ｈに供給し、そのコンピュータ（又はＣＰＵやＭＰＵ）が記録媒体に
記録されているプログラムコードを読み出し実行することによっても、達成可能である。
【０２８８】
　前記記録媒体としては、例えば、磁気テープやカセットテープ等のテープ系、フロッピ
ー（登録商標）ディスク／ハードディスク等の磁気ディスクやコンパクトディスク－ＲＯ
Ｍ／ＭＯ／ＭＤ／デジタルビデオデイスク／コンパクトディスク－Ｒ等の光ディスクを含
むディスク系、ＩＣカード（メモリカードを含む）／光カード等のカード系、あるいはマ
スクＲＯＭ／ＥＰＲＯＭ／ＥＥＰＲＯＭ／フラッシュＲＯＭ等の半導体メモリ系などを用
いることができる。
【０２８９】
　また、メガネ２０・２０Ｈおよび表示装置１０・１０Ｈを通信ネットワークと接続可能
に構成し、前記プログラムコードを通信ネットワークを介して供給してもよい。この通信
ネットワークとしては、特に限定されず、例えば、インターネット、イントラネット、エ
キストラネット、ＬＡＮ、ＩＳＤＮ、ＶＡＮ、ＣＡＴＶ通信網、仮想専用網（virtual pr
ivate network）、電話回線網、移動体通信網、衛星通信網等が利用可能である。また、
通信ネットワークを構成する伝送媒体としては、特に限定されず、例えば、ＩＥＥＥ１３
９４、ＵＳＢ、電力線搬送、ケーブルＴＶ回線、電話線、ＡＤＳＬ回線等の有線でも、Ｉ
ｒＤＡやリモコンのような赤外線、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、８０２．１１無線
、ＨＤＲ、携帯電話網、衛星回線、地上波デジタル網等の無線でも利用可能である。なお
、本発明は、前記プログラムコードが電子的な伝送で具現化された、搬送波に埋め込まれ
たコンピュータデータ信号の形態でも実現され得る。
【０２９０】
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて
得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０２９１】
　本発明の表示制御システムは、鑑賞者の顔の姿勢に応じて、表示装置に表示される映像
の姿勢を変更することができ、特に液晶表示装置、またはプラズマ等の自発光型表示装置
に好適に適用することができる。
【符号の説明】
【０２９２】
　１・１Ｈ・１Ｊ　表示制御システム
　１１　　　姿勢信号受信部（第１受信手段）
　１２・１２Ｂ・１２Ｃ　姿勢変更部（姿勢変更手段）
　１３　　　表示部
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　１５ａ・１５ａＥ・１５ａＦ　支持機構
　１５ｂ　　駆動部（駆動手段）
　１５ｃ・１５ｃＥ・１５ｃＦ・１５ｃＧ　制御部（第１制御手段）
　１６　　　対応付部（対応付手段）
　１７　　　映像出力制御部
　１８　　　変化数検出部（変化数検出手段）
　１９　　　時分割部（時分割手段）
　２０　　　メガネ（姿勢検出用メガネ）
　２２　　　姿勢検出部（姿勢検出手段）
　２３　　　切替信号出力部（第２出力手段）
　２４　　　姿勢信号出力部（第１出力手段、出力手段）
　２５　　　操作部（切替選択手段）
　２６　　　切替信号出力制御部（切替信号生成手段）
　２８　　　切替信号受信部（第２受信手段）
　２９　　　シャッター制御部（第２制御手段、制御手段）
　２７　　　液晶シャッター（開閉手段）
　３０　　　選択部（選択手段）
　３１　　　選択数検出部（選択数検出手段）

【図１】 【図２】
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